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題字　山田方谷自筆書状より

平成31年（2019）

月４

春・さくら・紺屋川
今月の表紙

　「第13回備中たかはし町家通りの雛まつり」
が開催された４月６日、紺屋川沿いの桜が満
開になっていました。快晴の中、訪れた人は
咲き誇る桜を見て楽しんでいました。

●平成を振り返る（Ｐ２～）
●平成31年度予算のあらまし（Ｐ４～）
●功績・栄光をたたえます（Ｐ７）
●高梁市復興計画を策定（Ｐ８～）

主な内容



　
「
平
成
」
の
時
代
が
終
わ
り
、「
令れ
い
わ和
」
と
い
う
新
た
な
時
代
を
迎
え
ま
す
。

　

平
成
の
間
に
、
高
梁
市
で
は
吉
備
国
際
大
学
の
開
学
や
１
市
４
町
に
よ
る
合

併
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
市
内
の
主
な
出
来
事
を
平
成
元
年
か
ら
振
り
返
り
ま
す
。

「
平
成
」を
振
り
返
る

平
成
元（
１
９
８
９
）年

４
月　

�

備
中
高
梁
駅
前
に
バ
ス
セ
ン

タ
ー
開
設

平
成
２（
１
９
９
０
）年

４
月　

�

川
面
中
学
校
と
宇
治
中
学
校
の
統

合
に
よ
り
高
梁
北
中
学
校
が
開
校

４
月　
吉
備
国
際
大
学
開
学

５
月　

�

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
オ
ハ
イ
オ
州

の
ト
ロ
イ
市
長
一
行
が
来
高
、

姉
妹
都
市
縁
組
に
調
印

平
成
３（
１
９
９
１
）年

７
月　
神
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
開
設

平
成
４（
１
９
９
２
）年

６
月　
川
上
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
開
館

平
成
５（
１
９
９
３
）年

７
月　
ト
ロ
イ
市
へ
初
の
中
学
生
派
遣

平
成
６（
１
９
９
４
）年

３
月　
な
り
わ
運
動
公
園
開
設

３
月　
坂
本
小
学
校
閉
校

４
月　
吉
備
川
上
ふ
れ
あ
い
漫
画
美
術

　
　
　
館
開
館

11
月　
成
羽
美
術
館
開
館

平
成
７（
１
９
９
５
）年

３
月　
黒
鳥
川
に
砂
防
ダ
ム
完
成

３
月　

�

都
市
計
画
街
路
高
梁
駅
柿
木
町

線
開
通

平
成
８（
１
９
９
６
）年

３
月　

�

津
川
・
巨
瀬
・
中
井
の
３
中
学

校
が
閉
校

４
月　
高
梁
東
中
学
校
開
校

８
月　
国
道
４
８
４
号
上
谷
バ
イ
パ
ス
開
通

平
成
９（
１
９
９
７
）年

３
月　
岡
山
自
動
車
道
開
通

４
月　
高
梁
市
文
化
交
流
館
開
館

４
月　
う
か
ん
常
山
公
園
開
設

４
月　
備
中
松
山
城
本
丸
復
元
が
完
成

８
月　
備
中
た
か
は
し
松
山
踊
り
３
５
０
周
年

11
月　
景
年
記
念
館
開
館

12
月　
二
本
木
ト
ン
ネ
ル
開
通

平
成
10（
１
９
９
８
）年

４
月　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

１市４町が合併協定に調印（平成 16年）

巨瀬町を通る岡山自動車道（平成９年）

2H31 (2019) ４月



「平成」を振り返る

平
成
15（
２
０
０
３
）年

３
月　
高
山
小
学
校
閉
校

３
月　
吹
屋
小
学
校
が
県
重
要
文
化
財
に

５
月　
高
梁
地
域
合
併
協
議
会
が
発
足

８
月　
ト
マ
ト
と
ピ
オ
ー
ネ
の
榮
農
王

　
　
　

�

国
「
山
光
園
」
開
設

平
成
16（
２
０
０
４
）年

3
月　
備
中
高
梁
駅
東
西
連
絡
道
完
成

３
月　
１
市
４
町
が
合
併
協
定
に
調
印

３
月　

�

川
上
町
が
「
構
造
改
革
特
区
」

に
認
定

４
月　
高
梁
城
南
高
校
開
校

10
月　
新
高
梁
市
誕
生

平
成
17（
２
０
０
５
）年

２
月　
有
漢
地
域
セ
ン
タ
ー
開
館

９
月　
か
ぐ
ら
街
道
線
全
線
開
通

10
月　

�

第
60
回
国
民
体
育
大
会
「
晴
れ

の
国
お
か
や
ま
国
体
」

平
成
18（
２
０
０
６
）年

４
月　
第
１
回
た
か
は
し
お
城
ま
つ
り

12
月　
旧
片
山
家
住
宅
が
国
の
重
要
文

　
　
　
化
財
に

平
成
19（
２
０
０
７
）年

4
月　
消
防
署
西
分
駐
所
開
所

９
月　
吹
屋
周
年
記
念
ま
つ
り

平
成
20（
２
０
０
８
）年

３
月　

�

高
梁
市
消
防
団
が
日
本
消
防
協

会
最
高
栄
誉
賞
で
あ
る
特
別
表

彰
「
ま
と
い
」
を
受
賞

平
成
11（
１
９
９
９
）年

３
月　
日
名
小
学
校
閉
校

５
月　
宇
治
中
野
ふ
る
さ
と
農
道
開
通

８
月　
高
梁
市
観
光
協
会
発
足

10
月　
日
本
三
大
山
城
サ
ミ
ッ
ト
開
催

平
成
12（
２
０
０
０
）年

４
月　
高
梁
美
し
い
森
開
設

11
月　
高
梁
市
健
康
増
進
施
設
「
朝
霧

　
　
　
温
泉
ゆ
・
ら
・
ら
」
開
設

平
成
13（
２
０
０
１
）年

５
月　
備
中
神
楽
発
祥
２
０
０
年
祭

８
月　
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

平
成
14（
２
０
０
２
）年

３
月　
吉
備
ハ
イ
ラ
ン
ド
・
オ
ア
シ
ス

　
　
　
交
流
広
場
開
設

平
成
21（
２
０
０
９
）年

12
月　

�

高
梁
市
新
総
合
計
画
基
本
構
想

を
策
定

平
成
22（
２
０
１
０
）年

3
月　
高
倉
小
学
校
閉
校

４
月　
市
内
全
域
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

　
　
　
が
普
及

11
月　

�

第
25
回
国
民
文
化
祭
・
お
か
や

ま
２
０
１
０
「
あ
っ
晴
れ
！

お
か
や
ま
国
文
祭
」

平
成
23（
２
０
１
１
）年

10
月　
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ

　
　
　
リ
ー
ズ
大
会
を
初
め
て
開
催

平
成
24（
２
０
１
２
）年

３
月　
吹
屋
小
学
校
と
布
寄
小
学
校
が

　
　
　
閉
校

８
月　
成
羽
病
院
新
本
館
棟
完
成

平
成
25（
２
０
１
３
）年

３
月　
平
川
小
学
校
と
湯
野
小
学
校
が

　
　
　
閉
校

３
月　

�

Ｆ
Ｃ
吉
備
国
際
大
学
シ
ャ
ル
ム

が
女
子
サ
ッ
カ
ー
な
で
し
こ

リ
ー
グ
に
参
戦

９
月　
豪
雨
に
よ
り
川
上
町
な
ど
が
被
災

平
成
26（
２
０
１
４
）年

４
月　

�
高
梁
市
体
育
協
会
が
一
般
社
団

法
人
に

８
月　
新
玉
川
橋
開
通

10
月　
高
梁
市
制
発
足
10
周
年

晴れの国おかやま国体（平成 17年）

平
成
27（
２
０
１
５
）年

３
月　

�

城
見
橋
公
園
ト
イ
レ
完
成

４
月　
Ｊ
Ｒ
備
中
高
梁
駅
橋
上
駅
舎
完
成

５
月　
高
梁
市
役
所
新
庁
舎
業
務
開
始

平
成
28（
２
０
１
６
）年

３
月　
西
山
小
学
校
閉
校

8
月　
高
梁
中
央
図
書
館
閉
館

平
成
29（
２
０
１
７
）年

2
月　

�

Ｊ
Ｒ
備
中
高
梁
駅
隣
接
の
複
合

施
設
が
完
成

２
月　
高
梁
市
図
書
館
開
館

３
月　
備
中
中
学
校
閉
校

平
成
30（
２
０
１
８
）年

３
月　
シ
ャ
ル
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
完
成

７
月　
平
成
30
年
７
月
豪
雨

平
成
31（
２
０
１
９
）年

２
月　
山
田
方
谷
記
念
館
開
館

３
月　

�

県
内
初
と
な
る
養
護
老
人
ホ
ー

ム
・
こ
ど
も
園
の
複
合
施
設
が

完
成

平成30年７月豪雨（平成30年）

紙面の都合上、掲載できなかった出来事もあります。ご了承ください。3 H31 (2019) ４月



特別会計

国民健康保険や水道など、特定の収入に
より特定の事業を行うための会計です。

総額 143 億 3775 万円
（前年度比 5.8％減）

会計 予算額
国民健康保険特別会計（事業） 37億 1445万円
国民健康保険特別会計（直診） 6611万円
国民健康保険成羽病院事業会計 17億 2003万円
へき地診療所特別会計 1833万円
後期高齢者医療特別会計 ５億 4157万円
介護保険特別会計（事業） 49億 3293万円
介護保険特別会計（サービス） 8602万円
養護老人ホーム特別会計 ２億 2351万円
特別養護老人ホーム特別会計 ２億 4273万円
住宅新築資金等貸付事業特別会計 27万円
畑地かんがい事業特別会計 2066万円
水道事業特別会計 ４億 8966万円
簡易水道事業特別会計 ９億 7469万円
下水道事業特別会計 12億 871万円
地域開発事業特別会計 8824万円
巨瀬財産区特別会計 212万円
宇治財産区特別会計 586万円
有漢財産区特別会計 186万円

一般会計

福祉や道路、教育、消防など、市の基本的な
収入と支出を管理する会計です。

総額 263 億 9000 万円
（前年度比 15.9％増）

歳入

歳出

市税　15.0％
39 億 5152 万円

繰入金　3.8％
10 億 98 万円

使用料・手数料
1.7％ ４億 5639 万円

地方交付税  35.3％
93 億 1000 万円

市債  16.3％
42 億 8970 万円

国庫支出金
13.4％ 35 億 2840 万円

県支出金 6.0％
15 億 8893 万円

自 主
財

源

依
存

財
源 75.0％

25.0
％

議会費・労働費・
予備費
0.9％ ２億 4116 万円

総務費  10.7％
28 億 1596 万円

民生費  22.3％
58 億 5950 万円

教育費  14.0％
36 億 9623 万円

衛生費  7.9％
20 億 9583 万円

公債費　13.5％
35 億 6096 万円

消防費  2.8％
７億 4078 万円

土木費  6.3％
16 億 5844 万円

商工費  1.8％
４億 8466 万円

農林水産業費  3.5％
９億 2917 万円

地方消費税交付金など
4.0％ 10 億 7786 万円

寄付金・分担金・
負担金など
4.5％ 11 億 8622 万円

　
平
成
31
年
度
は
、「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」
に
よ
る
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
へ
向
け
、

被
災
者
の
一
日
も
早
い
生
活
再
建
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、「
ひ
と
・
ま
ち
・
自
然
に
や
さ
し
い
高
梁
」
と
い
う
将
来
都
市
像
の
も
と
、「
住

ん
で
よ
か
っ
た
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
高
梁
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、　
市
の
最
重
要
課

題
で
あ
る
定
住
促
進
の
推
進
、
子
育
て
環
境
の
充
実
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
支
援
、

観
光
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
な
ど
、
市
が
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
で
あ

り
続
け
る
た
め
の
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
理
財
課
☎（
21
）０
２
０
６

災害復旧費 16.3％
43 億 731 万円

平
成
31
年
度 

                         

予
算
の
あ
ら
ま
し

4H31 (2019) ４月



平成 31 年度　予算のあらまし

災
害
・
防
災
対
策
事
業

河
川
監
視
カ
メ
ラ
整
備
事
業　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
８
０
６
万
円

　
市
内
７
カ
所
に
河
川
監
視
カ
メ
ラ
を

設
置
し
、
河
川
状
況
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
動
画
配
信

内
水
排
除
整
備
事
業　
　
　
　
　

 　
　

　
　

１
億
３
７
９
８
万
円

　

大
雨
時
の
浸
水
・
冠
水
を
防
ぐ
た
め

の
内
水
排
除
設
備
の
整
備

災
害
復
旧
・
復
興
関
連
事
業

　
「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」
に
よ
る
災
害
か
ら
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
へ
向
け
て
、

今
後
の
自
然
災
害
に
備
え
た
防
災
対
策
の
強
化
に
重
点
を
置
い
た
施
策
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

上
下
水
道
施
設
浸
水
対
策
事
業

　

 　
　
　
　
　

  

１
億
８
８
１
６
万
円

　
上
水
道
・
簡
易
水
道
水
源
池
の
浸
水

対
策
事
業
お
よ
び
高
梁
雨
水
ポ
ン
プ
場

４
号
ポ
ン
プ
の
設
計
委
託

排
水
ポ
ン
プ
整
備
事
業

　

 　
　
　
　
　

 　
　

 　

５
０
０
万
円

　
大
雨
時
の
内
水
被
害
に
備
え
る
た
め
、

内
水
排
除
用
ポ
ン
プ
２
台
を
整
備

被
災
者
支
援
事
業

被
災
住
宅
の
応
急
修
理　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
７
５
２
万
円

　
災
害
に
よ
り
居
住
す
る
こ
と
が
困
難

な
住
宅
の
応
急
修
理
を
実
施

定
住
促
進
対
策
事
業　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
４
４
０
万
円

　

住
宅
新
築
、
住
宅
・
住
宅
用
地
取

得
、
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
、
空
き
家
バ
ン

ク
登
録
物
件
の
改
修
、
家
財
整
理
費
助

成
の
被
災
者
分
を
別
枠
で
創
設

中
小
企
業
等
支
援
補
助
金　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
１
０
万
円

　

再
建
補
助
金
、
資
金
融
資
利
子
補

給
、
中
小
企
業
診
断
士
な
ど
の
派
遣
費

用
補
助
の
継
続

災
害
復
旧
事
業

公
共
土
木
災
害
復
旧
事
業
・
農
林
施
設

災
害
復
旧
事
業
な
ど　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

39
億
６
１
７
４
万
円

　

平
成
30
年
に
災
害
で
被
災
し
た
道

路
・
河
川
・
農
地
・
公
共
施
設
な
ど
の

復
旧
事
業

災
害
対
策
事
業　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
１
５
万
円

　
浸
水
マ
ッ
プ
の
全
戸
配
布
、
防
災
訓

練
の
実
施
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動
促

進
事
業
補
助
金（
防
災
組
織
の
新
規
設

置
、
防
災
訓
練
活
動
、
資
機
材
整
備
に

対
す
る
補
助
）

水
難
救
助
用
資
機
材
整
備
事
業　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
９
０
万
円

　
河
川
増
水
や
内
水
氾
濫
時
に
対
応
す

る
た
め
、救
命
ボ
ー
ト
や
水
防
資
機
材
、

救
命
胴
衣
な
ど
を
整
備

5 H31 (2019) ４月



プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業　
　
　

　
　

【
新
規
】　

２
億
４
０
５
２
万
円

　
低
所
得
者
や
子
育
て
世
帯
の
消
費
に

与
え
る
影
響
を
緩
和
し
、消
費
を
喚
起
、

下
支
え
す
る
た
め
に
商
品
券
を
発
行

交
通
体
系
再
編
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
３
８
１
万
円

　
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
委
託
や
補
助
、

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
策
定

ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
リ
ー
ズ
開
催
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
万
円

　
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
リ
ー

ズ
２
０
１
９
高
梁
吹
屋
ふ
る
さ
と
村
大

会
の
開
催
補
助

④
地
域
文
化
と
心
豊
か
な
人　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

  

を
育
む
ま
ち

市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
万
円

　
市
民
活
動
団
体
な
ど
が
自
主
的
・
主

体
的
に
企
画
・
実
施
す
る
、
公
共
の
利

益
に
つ
な
が
る
事
業
に
補
助
金
を
交
付

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
事
業

　
　
　
　
　
　
　

 

【
新
規
】　

20
万
円

　

ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
体
験
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

を
実
施

⑤
市
民
と
行
政
の
協
働
と

　
　

  

連
携
で
自
立
す
る
ま
ち

成
羽
複
合
施
設
整
備
事
業　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

９
億
８
９
２
３
万
円

　
成
羽
地
域
の
公
共
施
設
の
機
能
を
集

約
し
た
文
化
ホ
ー
ル
を
有
す
る
施
設
の

工
事
、
監
理
な
ど

バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
推
進
事
業　
　
　
　

　
　
　
　
　

【
新
規
】　

５
０
５
万
円

　

生
ご
み
堆
肥
化
装
置
の
導
入
、
ご
み

減
量
化
の
調
査
研
究

風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
実
施
事
業

　
　
　
　
　

【
新
規
】　

９
７
７
万
円

　

抗
体
保
有
率
の
低
い
世
代
の
男
性
に

対
す
る
抗
体
検
査
や
予
防
接
種
の
実
施

平成 31 年度　予算のあらまし

主
要
事
業

わ
く
わ
く
地
方
生
活
実
現
事
業

　
　
　
　
　

【
新
規
】　

２
０
０
万
円

　
東
京
23
区
に
在
住
ま
た
は
通
勤
す
る

人
が
高
梁
市
へ
移
住
し
、
就
職
・
起
業

す
る
場
合
に
補
助
金
を
支
給

　
平
成
31
年
度
予
算
編
成
の
基
本
方
針
に
基
づ
く
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

①
地
域
産
業
・
地
域
資
源
を

　

  

活
か
し
た
活
力
あ
る
ま
ち

③
心
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
支

え
あ
い
助
け
あ
う
安
心
の
ま
ち

②
美
し
い
自
然
環
境
と
快
適
な
生

活
基
盤
が
調
和
し
た
共
生
の
ま
ち

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業　
　
　
　

　
　
　
　
　

【
新
規
】　

４
８
４
万
円

　
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す

る
法
人
に
学
童
保
育
を
委
託

一
時
預
か
り
事
業　
　
　
　

　
　
　
　
　

【
新
規
】　

１
４
０
万
円

　
幼
児
を
対
象
に
一
時
預
か
り
事
業（
一

般
型
）を
実
施
す
る
事
業
所
へ
補
助

6H31 (2019) ４月



功
績
を
た
た
え
ま
す

問
秘
書
広
報
課
☎（
21
）０
２
１
０

全
国
高
等
学
校
選
抜
自
転
車
競
技
大
会

（
３
月
21
日
～
３
月
24
日　
福
岡
県
・
熊
本
県
）

春
季
全
日
本
小
学
生
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会�

（
３
月
24
日
～
３
月
26
日　
高
知
県
）

硬
式
野
球
第
27
回
ヤ
ン
グ
リ
ー
グ
春
季
大
会

�

（
３
月
23
日
～
３
月
25
日　
岡
山
県
）

全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
春
季
水
泳
競
技
大
会��

�

　
（
３
月
27
日
～
３
月
30
日　
東
京
都
）

永
年
勤
続
功
労
章

稲い
な
む
ら村

實み
の
る（

高
梁
）、
中な

か
し
ま島

好よ
し
ま
さ正（

落
合
）、
川か

わ

上か
み

穣み
の
る（

中
）、
谷た

に

本も
と

洋ひ
ろ

之ゆ
き（

吹
屋
）、
三み

村む
ら

義よ
し

博ひ
ろ（

手

荘
）、
江え

草ぐ
さ

国く
に

昭あ
き（

備
中
）

消
防
庁
長
官
表
彰

功
績
章

石い
し

井い

雅ま
さ

之ゆ
き（

団
本
部
）

精
績
章

森も
り

下し
た

道み
ち

昭あ
き

、
小こ

松ま
つ

明あ
き

子こ（
団
本
部
）、
大だ

い

福ふ
く

範の
り

義よ
し（

中
）、
三み

宅や
け

信の
ぶ

弘ひ
ろ（

大
賀
）

勤
続
章

木き

内う
ち

善よ
し

基き

、
行ゆ

き

藤と
う

隆た
か

規の
り（

高
梁
）、
脾ひ

野の

政ま
さ

男お（
巨
瀬
）、
安や

す

田だ

博ひ
ろ
し、

仲な
か

田だ

義よ
し

昭あ
き（

中
井
）、

石い
し

田だ

進す
す
む（

玉
川
）、
本も

と

倉く
ら

繁し
げ

有ゆ
き（

宇
治
）、
坂さ

か

本も
と

正ま
さ

規き

、
森も

り

下し
た

勝ま
さ
る（

有
漢
）、
向む

か

井い

勝か
つ

彦ひ
こ

、
椪は

が

敏と
し
は
る治（

吹
屋
）、
細ほ

そ

川か
わ

幸こ
う

嗣じ（
川
上
自
）、
西に

し

井い

辰た
つ

夫お（
手
荘
）、
芳は

賀が

仁ひ
と
し、

宮み
や

本も
と

哲て
つ

行ゆ
き

、
高た

か

見み

元も
と

章あ
き（

備
中
）

日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰

功績・栄光をたたえます

米こ
め
や
ま山 

翔し
ょ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん（
有
漢
町
有
漢
）

　
　
　
　
　
　
　
水
島
工
業
高
校
３
年

「
春
季
大
会
は
２
戦
目
で
負
け
て
し
ま
い
、

全
国
大
会
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
痛
感
し
ま

し
た
。
夏
も
全
国
大
会
に
出
場
で
き
る
よ

う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

川か
わ
か
み上 

昌し
ょ
う
ま真

さ
ん（
川
上
町
地
頭
）

　
　
　
　
　
　
　
　
川
上
中
学
校
３
年

ヤ
ン
キ
ー
ス
岡
山
Ｙヤ

ン

グ

ｏ
ｕ
ｎ
ｇ　
所
属

「
自
分
の
走
り
が
で
き
ず
、
悔
し
い
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
実
力
の
差
を
痛
感
し
た

の
で
、
夏
の
大
会
に
向
け
て
努
力
を
重
ね

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

内な
い
と
う藤 

広ひ
ろ
た
だ直

さ
ん（
中
井
町
西
方
）

　
　
　
　
　
　
　
　
中
井
小
学
校
６
年

「
一
回
戦
敗
退
と
い
う
結
果
に
な
り
、
と

て
も
悔
し
い
で
す
。
５
月
の
全
国
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
練
習

を
頑
張
り
た
い
で
す
」

小お

ぜ瀬 

愛あ

す

み
寿
未
さ
ん（
落
合
町
阿
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　
落
合
小
学
校
５
年

「
初
め
て
の
全
国
大
会
で
自
己
記
録
を
更

新
で
き
ま
し
た
が
、
決
勝
に
残
る
こ
と
が

で
き
ず
残
念
で
し
た
。
課
題
を
克
服
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
」

新
見
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ　
所
属

第
49
回
世
界
児
童
画
展
�

　
　

��

日
本
美
術
教
育
連
合
賞

松ま
つ
の野 

虎こ
た
ろ
う

太
朗
く
ん（
宇
治
町
宇
治
）

　
　
　
　
　
　
　

  

宇
治
小
学
校
１
年

第
12
回
地
域
医
療
貢
献
奨
励
賞

仲な
か
だ田 

永え
い
ぞ
う造

さ
ん（
落
合
町
阿
部
）

  　
　
　
　
　
　
　

  

仲
田
医
院 

院
長

第
43
回
全
日
本
こ
ど
も
美
術
大
賞
展

�

　
　
　

�　
　
　

�

個
人
賞
特
選

栄
光
を
た
た
え
ま
す

　
地
域
医
療
へ

の
貢
献
が
認
め

ら
れ
、
県
内
で

唯
一
の
表
彰
と

な
り
ま
し
た
。

　
落
合
保
育
園

在
園
時
に
応
募

し
た
作
品
が
認

め
ら
れ
、
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

※
敬
称
略
・（
）内
は
所
属
。

7 H31 (2019) ４月



高
梁
市
復
興
計
画
を
策
定

～
「
夢
」
を
も
っ
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
～

　

市
は
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
興
を
進
め
て

い
く
た
め
の
「
高
梁
市
復
興
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

 

未
曾
有
の
大
災
害
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
、
将
来
に
向

け
夢
と
希
望
を
も
っ
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
防
災
復
興
推
進
課
☎（
21
）０
２
４
６

生
活
再
建
と
発
展
の
た
め
に

　
「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」
で
は
、
河

川
の
氾
濫
な
ど
に
よ
る
浸
水
被
害
、
市

内
各
地
で
の
山
腹
崩
壊
や
土
石
流
に
よ

る
土
砂
災
害
な
ど
が
発
生
し
、
未
曾
有

の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
刻
も
早
い
被
災
者
の
生
活
再
建
と

と
も
に
、
地
域
産
業
の
再
生
と
発
展
を

目
指
し
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
働

く
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力

で
取
り
組
む
た
め
、「
高
梁
市
復
興
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
被
災
前
の
状
況
を
取
り
戻
す
だ
け
で

な
く
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
本
市
を
発
展

さ
せ
る
た
め
、
自
由
な
発
想
と
新
た
な

視
点
を
持
ち
、
被
災
者
の
生
活
や
被
災

企
業
の
再
建
支
援
、
農
林
業
の
復
興
、

防
災
面
の
強
化
な
ど
の
取
り
組
み
を
進

め
、
将
来
に
向
け
て
夢
や
希
望
を
も
っ

て
、
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
復

旧
・
復
興
事
業
を
着
実
に
進
め
る
た

め
、
災
害
復
旧
に
か
か
る
国
・
県
の
各

種
補
助
金
な
ど
を
有
効
に
活
用
し
、
健

全
な
財
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

復
興
の
実
現
に
向
け
て

　
復
興
計
画
の
期
間
は
２
０
２
７
年
度

ま
で
の
10
年
間
で
、
各
種
事
業
を
段
階

的
、
着
実
に
進
め
て
い
く
た
め
に
「
復

旧
期
」「
復
興
期
」「
発
展
期
」
の
３
段
階

に
分
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
復
興
計
画
を
、
高
梁
市
総
合
計

画
や
、国・県
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

を
進
め
な
が
ら
、
復
興
の
実
現
に
向
け

て
各
種
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

①
復
旧
期（
２
０
１
８
年
度
～
２
０
２
０
年
度
）

　
生
活
や
産
業
の
再
開
に
不
可
欠
な
住

宅
、
生
活
基
盤
、
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
復

旧
、
再
生
・
発
展
に
向
け
た
準
備
を
進
め

る
期
間

②
復
興
期（
２
０
２
１
年
度
～
２
０
２
４
年
度
）

　
復
旧
期
と
連
動
し
、
復
旧
期
に
取
り

組
ん
だ
残
り
の
復
旧
を
進
め
る
と
と
も

に
、
被
災
前
の
活
力
を
回
復
し
、
地
域
の

価
値
を
高
め
る
期
間

③
発
展
期（
２
０
２
５
年
度
～
２
０
２
７
年
度
）

　
被
災
地
が
新
た
な
魅
力
と
活
力
あ
る

地
域
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
発
展
し
て
い

く
期
間

 

復
興
ま
で
の
流
れ

8H31 (2019) ４月



高梁市復興計画を策定

防災・減災のための基盤整備
○二次災害の防止策
　河川の立木除去やしゅんせつ（土砂などを取り除
く工事）、河

かど う

道の応急復旧などを早期に実施するよ
う関係機関に要望

○河川・道路などの復旧
　地域住民の意見や自然環境、景観などに配慮した
復旧への取り組み

○砂防・治
ち さ ん

山・ため池などの安全対策
　砂防・治山、ため池などの安全対策を実施
○既存施設の安全性の検証
　河川・橋・ダムなどの安全性の確認、水門・樋

ひも ん

門
などの管理の徹底

地域防災力の向上
○地域防災計画の見直し
　地域防災計画の見直しに
よる地域防災力の向上、関係機関との連携強化

○防災組織の育成、強化と連携
　自主防災組織の育成・強化・連携、消防団員の確保
○各種ハザードマップ等の見直し
　各種ハザードマップの見直しや避難訓練などの実
施による効果的な防災対策の検討

○避難場所等の検討及び災害時における情報伝達手段の確保
　避難場所の見直しや水位計・河川監視カメラの設置を
進め、ケーブルテレビなどを活用した情報伝達の実施

○防災意識の維持、向上
　防災教育、被災体験を通じた防災意識の維持・向
上の推進

災害に強い安全・安心なまちづくりの推進
安心して暮らせる住環境の整備
○生活基盤の復旧・整備
　河川・道路・橋・上下水道などの生活基盤の早急
な復旧や整備

○住まいの再建支援
　被災者の住宅確保や被災した住宅の解体・撤去な
どによる再建支援

○安全な地域の再生方策や周辺地域の居住場所のあり方の検討
　安全な地域を再生する方法や居住場所の在り方に
ついて検討

○暮らしに関する総合的な支援
　各種市民相談などを通じた被災者の生活再建に向
けた支援

市民生活の再建

計画推進のための財政運営
○事業推進のための財政運営
　災害復旧にかかる国・県の各種補助金などの有効
活用

○財源の確保に向けた取り組み
　経常経費の削減および行財政改革の推進による財
源の確保

復旧・復興に向けた財政運営

産業基盤の早期復旧
○農地・農業用施設等
   の復旧
　農地や農業施設、農林道の復旧

○事業経営再開支援
　被災した農林・商工業者などに対する事業再開支援

産業・経済の振興
○農業振興
　農地の流動化や集約化を促進し、被災農家・生産
拡大を志向する農家・新規就農者を支援

○林業振興
　施業の集約化など、効率的な生産体制の整備や担
い手の育成を推進

○観光振興
　積極的な情報発信を行い、インバウンド観光など
による交流人口を拡大するための取り組み

○経済の活性化
　経済の活力を早期に取り戻すため、新たな事業展
開や起業を推進することによる雇用創出

○経済基盤の強化
　企業誘致などによる経済基盤の強化や、インター
チェンジ周辺の利便性向上へ向けた取り組み

産業・経済の再生

「復興」へ向けての４プロジェクト
Project １

Project ３

Project ４

Project ２
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人

定

事

期

異
動

　
4
月
１
日
付
け
で
職
員
の
定
期
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
部
長
、
次
長
、
課
長
級
の

異
動
と
平
成
31
年
度
新
規
採
用
職
員
、
平
成
30
年
度
退
職
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※（
）内
は
旧
任
。

【
部
長
級
】

【
次
長
級
】

市
長
部
局
・
教
育
委
員
会
・

高
梁
地
域
事
務
組
合
な
ど

▽
政
策
監〔
市
民
生
活
・
医
療
福
祉
政
策

担
当
〕（
政
策
監〔
復
興
・
市
民
生
活
・
医
療

福
祉
政
策
担
当
〕）�

土
岐
太
郎

▽
政
策
監〔
防
災
・
都
市
政
策
担
当
〕（
国

土
交
通
省
か
ら
派
遣
）�

乗
松
晃
生

▽
総
務
部
長（
復
興
政
策
担
当
参
与
兼
総

務
部
参
与
）�

佐
藤
仁
志

▽
産
業
経
済
部
長（
産
業
経
済
部
次
長
兼

建
設
課
長
兼
総
務
部
参
与〔
監
理
担
当
〕）

�

大
福
範
義

▽
産
業
経
済
部
参
与〔
技
術
指
導
担
当
〕

（
産
業
経
済
部
参
与〔
技
術
指
導
担
当
〕兼

岡
山
道
４
車
線
化
推
進
室
長
）�

赤
木
佳
久

▽
健
康
福
祉
部
長
兼
社
会
福
祉
事
務
所
長

（
健
康
福
祉
部
長
兼
社
会
福
祉
事
務
所
長

兼
老
人
ホ
ー
ム
・
こ
ど
も
園
開
設
準
備
室

長
）�

宮
本
健
二

問
総
務
課
☎（
21
）０
２
０
５

▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長（
健
康
福
祉

部
次
長
兼
福
祉
課
長
）�

横
山
浩
二

▽
教
育
次
長
兼
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長（
総

務
部
長
）�

竹
並
信
二

▽
総
務
部
次
長
兼
総
務
課
長（
総
務
課
長
）

�

赤
木
和
久

▽
健
康
福
祉
部
次
長
兼
福
祉
課
長（
川
上

地
域
局
長
兼
公
民
館
主
事
）�
大
河
巨
和

▽
鶴
寿
荘
所
長
兼
成
羽
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
所
長（
鶴
寿
荘
所
長
兼
成
羽
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長〔
課
長
級
〕）　�

�

川
上
久
志

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長（
農
業
委
員
会

事
務
局
長〔
課
長
級
〕）�

宮
森
　
強 

【
課
長
級
】

▽
歴
史
ま
ち
づ
く
り
室
長
代
理
兼
秘
書
広

報
課
長
代
理（
産
業
観
光
課
長
補
佐〔
産
業

振
興
担
当
〕）�

�

小
林
由
和

▽
防
災
復
興
推
進
課
長（
ま
ち
づ
く
り
課

長
）�

妹
尾
英
利

▽
防
災
復
興
推
進
課
長
代
理
兼
復
興
ま
ち

づ
く
り
係
長（
復
興
対
策
課
長
代
理
兼
復

興
ま
ち
づ
く
り
係
長
）�

山
川
映
之

▽
理
財
課
長
代
理（
議
会
事
務
局
次
長
兼

庶
務
調
査
係
長
）�

川
上
秀
吉

▽
農
林
課
付〔
課
長
待
遇
・
岡
山
県
農
業

共
済
組
合
派
遣
〕（
農
林
課
付〔
課
長
待

遇
・
高
梁
地
域
事
務
組
合
農
業
共
済
セ
ン

タ
ー
派
遣
〕）�

坂
上
明
義

▽
有
害
鳥
獣
対
策
室
長（
有
漢
地
域
局
長

代
理
）�

細
川
幸
嗣

▽
建
設
課
長（
市
民
課
長
兼
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
プ
ラ
ザ
館
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
長
）�

村
原
幸
司

▽
建
設
課
長
代
理〔
管
理
担
当
〕（
建
設
課

長
補
佐〔
管
理
担
当
〕）�

徳
森
　
磨

▽
岡
山
道
４
車
線
化
推
進
室
長（
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
長
）�

川
上
啓
二

▽
岡
山
道
４
車
線
化
推
進
室
長
代
理
兼
建

設
課
参
事（
岡
山
道
４
車
線
化
推
進
室
長

代
理
兼
建
設
課
長
代
理
）�

土
田
雅
巳

▽
都
市
整
備
課
長（
復
興
対
策
課
長
）

�

西
本
隆
之

▽
上
下
水
道
課
長（
監
査
事
務
局
長
）

�

上
森
一
正

▽
西
部
土
木
事
務
所
長（
上
下
水
道
課
長
）

�

三
村
憲
一

▽
西
部
土
木
事
務
所
長
代
理
兼
整
備
係
長

兼
監
理
課
参
事（
成
羽
地
域
局
長
代
理
）��

�

川
上
　
穣

▽
市
民
課
長
兼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
館

長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長（
総
務

課
長
代
理
）�

森
　
昌
士

▽
市
民
課
長
代
理
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
参
事（
住
も
う
よ
高
梁
推
進
課
長
代

理
兼
田
舎
暮
ら
し
推
進
係
長
兼
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
参
事
）�

野
口
和
則

▽
川
上
地
域
局
長
兼
公
民
館
主
事（
福
祉

課
長
代
理
）�

川
上
善
照

▽
こ
ど
も
未
来
課
長（
こ
ど
も
未
来
課
長

兼
老
人
ホ
ー
ム
・
こ
ど
も
園
開
設
準
備
室

長
代
理
）�

赤
木
憲
章

▽
成
羽
こ
ど
も
園
長（
鶴
鳴
保
育
園
長
兼

成
美
保
育
園
長
兼
老
人
ホ
ー
ム
・
こ
ど
も

園
開
設
準
備
室
参
事
）�

田
中
智
子

▽
川
上
こ
ど
も
園
長（
落
合
幼
稚
園
長
）

�

鈴
村
眞
純

▽
落
合
幼
稚
園
長（
高
梁
幼
稚
園
長〔
課
長

補
佐
級
〕）�

藤
森
元
子

▽
議
会
事
務
局
長
代
理（
産
業
観
光
課
長

代
理
兼
観
光
振
興
係
長
）�

黄
江
　
浩

▽
監
査
事
務
局
長（
老
人
ホ
ー
ム
・
こ
ど

も
園
開
設
準
備
室
長
代
理
）�

宮
本
享
治

▽
高
梁
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長（
農
林

課
付〔
課
長
待
遇
・
高
梁
地
域
事
務
組
合

農
業
共
済
セ
ン
タ
ー
派
遣
〕）�

前
田
眞
志

▽
社
会
教
育
課
長
代
理
兼
文
化
係
長（
社

会
教
育
課
長
補
佐
兼
文
化
係
長
）

�

川
上
英
嗣

▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長（
有
害
鳥
獣
対
策

室
長
）�

藤
井
正
宣

▽
岡
山
県
へ
復
帰（
復
興
対
策
課
長
代
理
）

�
�

安
原
幹
雄
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定期人事異動

�
４
月
１
日
付
新
規
採
用
者

成
羽
病
院

消
防
本
部
・
消
防
署

平
成
31
年
度
機
構
改
革

▽
消
防
長〔
消
防
司
令
長
〕（
消
防
総
務
課

長〔
消
防
司
令
〕）�

平
松
伸
行

【
部
長
級
】

▽
消
防
総
務
課
長
〔
消
防
司
令
〕（
予
防
課

長〔
消
防
司
令
〕）�
東
　
三
男

▽
消
防
総
務
課
長
代
理
〔
消
防
司
令
〕（
消

防
総
務
課
長
代
理
〔
消
防
団
担
当
・
消
防

司
令
〕）�

古
米
太
一

▽
予
防
課
長〔
消
防
司
令
〕（
警
防
課
長〔
消

防
司
令
〕）�

赤
木
　
浩

▽
予
防
課
長
代
理
〔
消
防
司
令
〕（
予
防
課

長
代
理〔
査
察
指
導
担
当
・
消
防
司
令
〕）

�

畑
　
　
毅

▽
警
防
課
長
〔
消
防
司
令
〕（
警
防
課
長
補

佐〔
消
防
司
令
〕）�

川
本
雅
之

▽
消
防
署
長
〔
消
防
司
令
〕（
予
防
課
長
代

理
兼
予
防
広
報
係
長〔
消
防
司
令
〕）

�

三
宅
　
篤

【
課
長
級
】

▽
看
護
部
長
兼
地
域
医
療
部
長
兼
感
染
対

策
室
参
事（
看
護
部
３
階
病
棟
看
護
師
長

兼
感
染
対
策
室
主
幹
）�

藤
井
篤
子

▽
事
務
局
長
兼
栄
養
室
長
兼
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
所
長
兼
医
療
安
全
管
理
室
参

事（
成
羽
病
院
事
務
局
長
兼
栄
養
室
長
）

�

黒
川
昌
光

【
課
長
級
】

▽
税
務
課〔
主
事
〕�

島
田
怜
於

▽
農
林
課〔
主
事
〕�

細
川
椋
平

▽
建
設
課〔
主
事
〕�

大
塚
重
成

▽
都
市
整
備
課〔
技
師
〕�

田
邊
　
力

▽
上
下
水
道
課〔
主
事
〕�

北
田
竜
也

▽
健
康
づ
く
り
課〔
保
健
師
〕�

村
木
詩
歩

▽
福
祉
課〔
社
会
福
祉
士
〕�

藤
井
　
満

▽
こ
ど
も
未
来
課〔
主
事
〕�

高
木
　
優

▽
高
梁
保
育
園〔
保
育
士
〕�

大
月
生
美

▽
有
漢
こ
ど
も
園〔
保
育
教
諭
〕�石
坂
瞭
子

▽
成
羽
こ
ど
も
園〔
保
育
教
諭
〕�小
野
由
佳

▽
川
上
こ
ど
も
園〔
保
育
教
諭
〕�小
林
　
凌

▽
高
梁
幼
稚
園〔
教
諭
〕�

日
名
絵
里
香

▽
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
成
羽
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
兼
健
康
づ
く
り
課
〔
成
羽
担
当
・

保
健
師
〕�

中
村
友
樹

▽
成
羽
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

〔
理
学
療
法
士
〕�

坂
上
康
文

▽
成
羽
病
院
看
護
部〔
看
護
師
〕
�

  
三
宅
千
聖

▽
社
会
教
育
課〔
主
事
〕�

�

宮
﨑
健
太
郎

▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課〔
主
事
〕�

出
原
駿
也

▽
消
防
署〔
消
防
士
〕�

植
津
和
真

▽
消
防
署〔
消
防
士
〕�

赤
木
隆
起

▽
消
防
署〔
消
防
士
〕�

井
上
佑
樹

▽
消
防
署〔
消
防
士
〕�

�

松
久
大
也

一
般
任
期
付
職
員

▽
農
林
課〔
主
査
〕�

重
平
徳
俊

▽
建
設
課〔
主
査
〕�

�

土
居
裕
始

▽
建
設
課〔
主
査
〕�

�

飯
塚
敏
功

▽
西
武
土
木
事
務
所〔
主
査
〕�

松
本
充
博

市
長
直
轄
に
「
防
災
復
興
推
進
課
」
を
新
設

　

新
た
な
防
災
施
策
を
生
み
出
す
た
め
、

総
務
課
行
政
係
が
担
当
し
て
い
る
防
災
業

務
と
復
興
対
策
課
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
係

を
再
編
し
、「
防
災
復
興
推
進
課
」
を
新

設
し
ま
し
た
。

問
防
災
復
興
推
進
課
☎（
21
）０
２
４
６

「
ま
ち
づ
く
り
課
」
を
「
都
市
整
備
課
」

に
改
称
、
同
課
に
「
建
築
係
」
を
新
設

　
「
ま
ち
づ
く
り
課
」
の
名
称
を
「
都
市

整
備
課
」
に
改
め
、
同
課
に
「
建
築
係
」

を
新
設
し
ま
し
た
。

問
都
市
整
備
課
建
築
係
☎（
21
）０
２
４
８

３
月
31
日
付
退
職
者

▽
産
業
経
済
部
長�

丹
正
鎮
夫

▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長�

西
平
英
生

▽
消
防
長〔
消
防
司
令
長
〕�

渡
辺
嘉
久

▽
教
育
次
長�

大
場
基
成

▽
教
育
委
員
会
参
与�

田
村
啓
介

▽
成
羽
病
院
看
護
部
長
兼
地
域
医
療
部
長

�

細
川
令
子

▽
西
部
土
木
事
務
所
長�

黒
川
　
浩

▽
成
羽
地
域
局
長
代
理
兼
選
管
事
務
局
参
事

�

渡
辺
佳
子

▽
川
上
こ
ど
も
園
長�

金
丸
弘
枝

▽
消
防
署
長〔
消
防
司
令
〕 

鈴
木
初
治
郎

▽
消
防
署
長
代
理
〔
第
２
係
担
当
・
消
防

指
令
〕 

齋
藤
勝
之

▽
高
梁
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

 

藤
井
桂
次

▽
総
務
課
付�

福
本
　
晃

▽
監
理
課
長
補
佐
兼
監
理
係
長�　
　
　

��
 

飛
田
眞
澄

▽
農
林
課
付
〔
主
幹
待
遇
・
高
梁
地
域
事

務
組
合
農
業
共
済
セ
ン
タ
ー
派
遣
〕

 

小
林
培
夫

▽
鶴
寿
荘
副
所
長
兼
成
羽
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
副
所
長�

冨
彌
繁
男

▽
総
務
課
付�

川
原
時
夫

▽
建
設
課
自
動
車
運
転
士
主
任

�

山
室
勝
利

▽
成
羽
長
寿
園
支
援
員
主
任�

大
森
幸
子

▽
成
美
保
育
園
主
任
保
育
士
兼
老
人
ホ
ー

ム
・
こ
ど
も
園
準
備
室
主
任
保
育
士

�

坂
田
明
子

▽
成
羽
病
院
事
務
局
経
営
企
画
係
主
査�

 
妹
尾
佳
代

▽
鶴
寿
荘
看
護
主
任�

張
谷
真
理

▽
建
設
課〔
技
師
〕�

小
野
隼
人

▽
高
梁
保
育
園〔
保
育
士
〕�

山
本
夏
未

▽
川
上
こ
ど
も
園〔
保
育
教
諭
〕

�

賀
多
井
美
保

▽
消
防
署〔
消
防
士
〕�

森
末
真
仁

▽
消
防
署〔
消
防
士
〕�

小
坂
勇
介

▽
消
防
署〔
消
防
士
〕　�

安
田
優
輝

▽
消
防
署〔
消
防
士
〕�

宮
森
勝
輝

▽
成
羽
病
院
地
域
医
療
部
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン〔
成
羽
事
業
所
・
看
護
師
〕

 

櫻
友
美
子
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復
興
に
向
け
て

～
平
成
30
年
７
月
豪
雨
～  

第
８
回
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平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
関
す
る
復
旧
に

向
け
た
取
り
組
み
や
現
状
、
支
援
制
度
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
被
災
し
た
「
市

道
玉
川
落
合
線
」
の
全
面
通
行
止
め
を
、

４
月
１
日
か
ら
片
側
交
互
通
行
に
変
更
し

ま
し
た
。
な
お
、
通
行
で
き
る
車
両
は
４

ｔ
車
以
下
の
み
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
安
全
確
保
の
た
め
に
予
告
な
く

全
面
通
行
止
め
を
実
施
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
市
道
な
ど
の
交
通

規
制
に
つ
い
て
は
建

設
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課

☎（
21
）０
２
３
２

通
行
止
め
解
除
に
つ
い
て

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

防
災
ラ
ジ
オ
貸
与
申
請
受
付

開
始（
有
漢
・
川
上
地
域
）

　

防
災
ラ
ジ
オ
の
無
償
貸
与
に
つ
い
て
、

有
漢
地
域
、
川
上
地
域
で
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。（
高
梁
・
成
羽
・
備
中
地
域
も

引
き
続
き
貸
与
申
請
が
可
能
で
す
）

配
信
情
報　

緊
急
放
送　

避
難
情
報
、
緊
急
地
震
放

送
、
特
別
警
報
な
ど（
自
動
的
に
最
大
音

量
で
流
れ
ま
す
）

一
般
放
送　
火
災
情
報
、
災
害
時
の
交
通

規
制
情
報
な
ど（
設
定
し
た
音
量
で
流
れ

ま
す
）

貸
与
条
件　
市
に
住
民
票
が
あ
る
世
帯
主

に
、
１
台
を
無
償
で
貸
与
し
ま
す
。（
市

が
定
め
る
運
用
ル
ー
ル
の
承
諾
が
必
要
）

申
請
方
法　
５
月
20
日（
月
）ま
で
に
、
防

災
ラ
ジ
オ
貸
与
申
請
書
を
防
災
復
興
推
進

課
、
各
地
域
局
、
ま
た
は
各
地
域
市
民
セ

ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書

は
提
出
先
に
備
え
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

そ
の
他　
消
防
団
協
力
事
業
所
・
福
祉
施

設（
入
所
ま
た
は
通
所
）・
保
育
施
設
は
無

償
貸
与
の
対
象
で
す
。
ま
た
、
聴
覚
障
害

者
を
含
む
世
帯
に
は
、
文
字
表
示
機
能
付

き
の
も
の
を
貸
与
で
き
ま
す
。

※
現
在
使
用
し
て
い
る
防
災
行
政
無
線

は
、
防
災
ラ
ジ
オ
が
導
入
さ
れ
た
地
域
か

ら
順
次
廃
止
し
ま
す
。

問
防
災
復
興
推
進
課
☎（
21
）０
２
４
６

一家に一台

防災ラジオ！

無料で貸し出し！

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

　
県
は
、
４
月
か
ら
５
月
31
日（
金
）ま
で

を
「
春
の
み
ど
り
の
月
間
」
と
定
め
、
緑

の
募
金
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

募
金
は
、
潤
い
の
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
、
公
園
・
道
路
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
な
ど
の
公
共
施
設
・
公

共
用
地
の
緑
化
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
緑
化
推
進
に
協
力
す
る
町
内
会
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
ど
は
募
金
を
取
り
ま

と
め
、
農
林
課
、
各
地
域
局
、
各
地
域
市

民
セ
ン
タ
ー
へ
5
月
31
日
ま
で
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
苗
木
の
配
布
を
希

望
す
る
人
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
農
林
課
☎（
21
）０
２
２
５

　
「
き
き
ょ
う
緑
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
の
災

害
廃
棄
物
の
搬
出
が
始
ま
り
ま
し
た
。
現

在
も
家
屋
解
体
に
伴
う
廃
棄
物
な
ど
の
受

け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
き
き
ょ
う

緑
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
の
搬
入
は
６
月
末
ま

で
と
し
、
８
月
末
ま
で
に
全
て
搬
出
す
る

計
画
で
す
。
そ
の
後
、
表
土
の
す
き
取

り
・
埋
め
戻
し
を
行
い
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

整
備
お
よ
び
フ
ェ
ン
ス
・
防
球
ネ
ッ
ト
な

ど
の
復
旧
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
き
き
ょ
う
緑
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

隣
接
す
る
高
梁
市
民
プ
ー
ル
の
復
旧
工
事

は
６
月
末
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　
２
施
設
の
開
設
時
期
に
つ
い
て
は
、
災

害
廃
棄
物
の
搬
出
や
き
き
ょ
う
緑
地
グ
ラ

ウ
ン
ド
お
よ
び
プ
ー
ル
の
復
旧
工
事
の
状

況
な
ど
に
よ
っ
て
判
断
し
ま
す
。

大
型
連
休
の
災
害
廃
棄
物
の
受
け
入
れ

日
程　
４
月
29
日（
月
・
祝
）・
４
月
30
日

（
火
・
休
）

時
間　
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

４
時
30
分

問
環
境
課
☎（
21
）０
５
２
９
／
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
☎（
21
）０
４
２
５

き
き
ょ
う
緑
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

市
民
プ
ー
ル
の
復
旧
工
事
に
つ
い
て

12H31 (2019) ４月
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交通安全県民運動　４月１日～2020年３月31日
目指せ日本一！ 交通マナーアップ県民運動
①思いやりとゆずり合いによるマナーアップ
②全ての道路利用者の交通ルールの順守
③交通弱者の安全な通行の確保

春の交通安全県民運動
５月11日（土）～５月20日（月）

「思いやり ゆとりは無事故へ つづく道」
５月 20日（月）は「交通事故死ゼロを目指す日」です

高齢者交通安全県民運動
①夜光反射材、LEDライトなどの活用促進　②身体機能の変化に応じた自転車利用・運転行動の重要性の周知
ストップ飲酒運転県民運動
①１団体１根絶運動の推進　②飲酒運転根絶宣言店登録制度の推進
③飲酒運転しない・させない運動の推進　④ハンドルキーパー運動の推進

問高梁市交通安全対策協議会（市民課）☎（21）０２５４

問ヒルクライムチャレンジシリーズ 2019高梁吹屋ふるさと村大会実行委員会（スポーツ振興課）☎（21）０１５２
開催！

エントリー開始
 エントリーは
　　　　　お早めに！
 専用サイトで
 ８月 30 日（金）まで

大型連休（４月 27日～５月６日）の業務案内

●公共交通　問市民課☎（21）０２５４
路線バス（備北バス） 土・日・祝ダイヤで運行

生活福祉バス（高梁） 平常（曜日）運行

生活福祉バス（成羽） ４月 27日～５月６日は運休

生活福祉バス（川上） 土・日・祝ダイヤで運行

生活福祉バス（備中） ４月 28日～５月６日は運休

乗合タクシー 平常（曜日）運行

※�市内のイベント施設は通常どおりの開・休館を予定して
います。詳しくは各施設へお問い合わせください。

●ごみの受け入れ・し尿汲み取り　問環境課☎（21）０２５９
クリーンセンター ４月 30日（火・休）、５月３日（金・祝）は可燃ごみのみ受け入れ可能

リサイクルプラザ（資源ごみ） 水・土・日曜日以外は受け入れ可能（通常どおり）

し尿汲み取り
連休中のし尿汲み取りは行いません。
連休前までに処理が必要な人は４月 19日（金）までにお申し込みください。４月
22日（月）以降の申し込み分は５月７日（火）以降の処理になります。

家庭ごみの収集はごみ収集カレ
ンダーどおりに行います

高梁美しい森・高梁自然公園

「高梁美しい森」と「高梁自然公園」
のキャンプ場を4月 26日（金）～5
月 6日（月・休）の間、開設します。
テントや寝袋などの貸し出しも行
います。ぜひ
ご利用くださ
い。
問農林課☎
（21）０２２５

空き家バンク登録相談会
日時　４月 30日（火・休）午前８時 30分～午後５時 15分
場所　市役所１階市民ホール
問住もうよ高梁推進課☎（21）０２８２

13 H31 (2019) ４月
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

小
規
模
建
設
工
事
助
成

　
地
区
が
市
道
・
河
川
・
赤
線（
里
道
）・

青
線（
水
路
）に
施
工
す
る
小
規
模
な
建
設

工
事
に
対
し
、
助
成
金
や
材
料
の
支
給
を

行
っ
て
い
ま
す
。

助
成
対
象　
受
益
者
が
複
数
あ
り
、
地
区

の
合
意
に
基
づ
く
も
の
で
、
用
地
や
隣
地

と
利
害
関
係
者
の
同
意
が
あ
る
こ
と

助
成
内
容　
小
型
重
機
・
運
搬
用
車
両
な

ど
機
械
借
上
料
に
対
す
る
助
成
金
の
交
付

お
よ
び
施
工
に
必
要
な
砕
石
な
ど
材
料
の

支
給（
限
度
額
50
万
円
）

生
活
道
整
備
事
業
助
成

　
私
道
の
整
備
に
対
し
て
助
成
金
を
支
給

し
ま
す
。

補
助
の
条
件

①
道
路
の
一
端
が
公
道
に
接
し
て
い
る

②
道
路
の
幅
員
が
２・０
ｍ
以
上

③
道
路
が
築
造
後
５
年
以
上
経
過
し
て
い
る

④
工
事
完
成
後
５
年
以
内
に
掘
削
す
る
計

画
が
な
い

⑤
道
路
の
土
地
所
有
者
と
受
益
関
係
者
が

市
税
を
完
納
し
て
い
る

※
交
付
要
綱
に
規
定
す
る
要
件
を
全
て
満

た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

補
助
対
象
と
な
る
事
業

①�

舗
装
・
側
溝
・
土ど

留ど
め
擁よ

う
壁へ

き
整
備

②
災
害
復
旧
工
事
…
公
共
災
害
の
規
定
に

準
ず
る

補
助
対
象
経
費　
申
請
額
、
ま
た
は
国
が

定
め
る
土
木
工
事
標
準
積
算
基
準
書
に
基

づ
き
算
出
し
た
額
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額

補
助
率
・
限
度
額

①
の
事
業
…
10
分
の
５
以
内（
限
度
額

50
万
円
）

②
の
事
業
…
10
分
の
９
以
内（
限
度
額

３
０
０
万
円
）

道
路
維
持
管
理
作
業
報
奨
金

　

地
域
の
道
路（
市
道
、
市
道
に
準
じ
る

農
道
・
林
道
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
市
長
が

指
定
し
た
も
の
）の
維
持
管
理
作
業
に
対

し
て
報
奨
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
制
度
は
高
梁
市
町
内
会
等

支
援
総
合
メ
ニ
ュ
ー
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

利
用
を
希
望
す
る
町
内
会
は
「
町
内
会
等

支
援
総
合
メ
ニ
ュ
ー
希
望
調
査
書
」
を
記

入
し
て
、
市
民
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
☎（
21
）０
２
３
２
／
農
林
課
☎

（
21
）０
２
２
２
／
西
部
土
木
事
務
所
☎（
45
）

４
５
１
０
／
市
民
課
☎（
21
）０
２
５
４

※
い
ず
れ
の
助
成
も
、
着
工
前
に
申
請
書

お
よ
び
添
付
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
各
種
助
成
事
業
に
関
す
る
申
請
書
は

建
設
課
、
西
部
土
木
事
務
所
、
各
地
域
局

に
備
え
て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
☎（
21
）０
２
３
２
／
西
部
土

木
事
務
所
☎（
45
）４
５
１
０

内容

対象作業

町内会などの団体が、次の作業を年度
内に 2 回以上実施
①道路の路肩（両側）の草刈り
②道路上のごみ、転石などの除去
③側溝清掃

支給額
①～③全てを実施…1500 円 /100m
①～③全てを 2 町内会以上共同で実施
…2000 円 /100m

必要書類
実施報告書・作業状況写真（1 回の作
業終了ごとに提出）

市
有
財
産
を
売
り
ま
す

　
市
所
有
地
に
つ
い
て
、
一
般
競
争
入
札

に
よ
る
売
り
払
い
を
実
施
し
ま
す
。

売
払
物
件　

所
在
地　
成
羽
町
下
日
名
６
８
８
番
３

地
目
・
現
況　
宅
地

数
量（
実
測
面
積
）　
３
２
５
・
62
㎡

予
定（
最
低
売
り
払
い
）価
格　

１
３
３
万
６
０
０
０
円

参
加
資
格　
個
人
お
よ
び
法
人

※
市
内
に
住
所
を
有
し
な
い
人
や
２
人
以

上
の
連
名（
共
有
）も
可
能
で
す
。

申
込
期
間　
5
月
15
日（
水
）ま
で
の
午
前

９
時
～
午
後
５
時（
閉
庁
日
を
除
く
）

入
札
日
時　
５
月
22
日（
水
）午
前
９
時
30

分
～

申
し
込
み　
入
札
参
加
申
込
書
と
そ
の
他

の
必
要
な
書
類
を
添
え
て
、
理
財
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
書
類
は
理
財
課

に
備
え
て
い
ま
す
。

注
意
点　
売
り
払
い
物
件
は
地
質
・
構
造

調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
、
す
べ

て
現
状
有
姿
の
引
き
渡
し
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
物
件
の
敷
地
内
外
に
位
置
す
る
構

造
物
の
撤
去
や
電
気
・
ガ
ス
・
上
下
水
道

の
引
き
込
み
工
事
な
ど
が
必
要
な
場
合

は
、
落
札
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
構
造
物
が
隣
接
地
に
わ
た
っ
て

存
在
し
て
い
ま
す

の
で
、
撤
去
す
る

際
は
隣
接
地
所
有

者
と
の
協
議
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

問
理
財
課

☎（
21
）０
２
０
７

14H31 (2019) ４月
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高梁市の市外局番は「0866」です

高
梁
市
若
者
定
住
促
進
住
宅
助
成
金

事業区分 対象者 対象事業 助成金の額 QR コード

住宅を
新築する場合

40 歳以下の人、また
は同居し扶養する子
が 15 歳以下である人

○用地取得
購入代金が 200 万円以
上の住宅用地の購入

購入代金の 10 分の１
交付限度額：100 万円

○住宅新築
台所、風呂および便所を
有する延床面積 70㎡以
上の住宅の新築（共同住
宅を除く）

市内業者施工
○三世代同居・近居世帯 60 万円
○ 15 歳以下養育世帯 50 万円
○その他世帯 30 万円
※市外業者施工の場合は半額

住宅を
購入する場合

40 歳以下の人、また
は同居し扶養する子
が 15 歳以下である人

○購入代金が 200 万円
以上の中古住宅、または
建売住宅の購入

購入代金の 10 分の１
交付限度額：
○ 15 歳以下養育世帯 100 万円
○その他世帯 50 万円

住宅を
リフォーム
する場合

○婚姻後１年を経過し
ていない人、または６
カ月以内に婚姻予定
の人（夫婦いずれかの
年齢が 40 歳以下であ
ること）
○同居し扶養する子
が 15 歳以下である人

○自らが居住し、自己ま
たは同居の親族などが所
有する一戸建て住宅の修
繕、改修、増築などの工
事であること
○市内の建築業者などが
施工する場合で、補助対
象工事費が 100 万円以上
であること

対象工事費の 10 分の１
交付限度額：50 万円
※過去に住宅リフォーム事業
費補助金・空き家活用事業助
成金の交付を受けた住宅は、
50 万円から当該交付額を差
し引いた額が上限となりま
す。

婚姻後、民間
賃貸住宅に入
居する場合

婚姻後１年を経過し
ていない人（夫婦いず
れかの年齢が 40 歳以
下であること）

○家賃月額３万円以上の
民間賃貸住宅を賃貸し、
１年を経過していないこ
と

月額１万円を１年間交付

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
住
も
う
よ
高
梁
推
進
課

☎（
21
）０
２
８
２

文
化
振
興
基
金
助
成
事
業
募
集

対
象　
市
内
の
団
体
な
ど

対
象
事
業　
①
歴
史
的
文
化
の
調
査
・
保

護　
②
文
化
の
普
及
・
顕
彰　
③
文
化
の

交
流
・
研
修　
④
優
秀
芸
術
の
誘
致
・
収

集　
⑤
文
化
施
設
の
整
備　
⑥
歴
史
的
重

要
施
設
の
整
備　
⑦
地
域
の
活
性
化
促
進

を
図
る
た
め
の
施
設
整
備　
な
ど

※
対
象
と
な
ら
な
い
も
の　
①
営
利
を
目

的
と
す
る
事
業　

②
特
定
の
政
治
・
宗

教
・
営
利
団
体
な
ど
の
活
動
お
よ
び
宣
伝

を
目
的
と
す
る
事
業　
な
ど

助
成
額　
事
業
経
費
の
２
分
の
１

申
し
込
み　
５
月
31
日（
金
）ま
で

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
☎（
21
）１
５
１
６

ス
ポ
ー
ツ
激
励
金
を
交
付

　
県
予
選
、
中
国
大
会
な
ど
の
地
区
予
選

お
よ
び
国
内
大
会
予
選
や
選
考
会
を
経
て

全
国
大
会
に
出
場
し
、
以
下
の
要
件
に
該

当
す
る
個
人
ま
た
は
団
体
へ
激
励
金
を
交

付
し
ま
す
。

①
市
内
在
住
者　
②
市
内
の
学
校
、
企
業

な
ど
の
単
独
チ
ー
ム
と
し
て
大
会
に
出
場

す
る
団
体　

③
市
内
在
住
で
、
市
内
外

の
学
校
、
団
体
な
ど
に
所
属
し
て
い
る

人　
④
市
内
在
住
で
、
国
民
体
育
大
会
の

要
項
に
記
載
さ
れ
る
監
督
お
よ
び
コ
ー
チ　

�

⑤
そ
の
他
、
市
長
が
特
別
に
対
象
と
み
な

す
人

※
激
励
金
は
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎（
21
）０
４
２
５

※被災した人（り災証明書の交付を受けた人）は特例事項があります。詳しくはお問い合わせください。

市
営
霊
園
使
用
者
募
集

上
谷
第
一
霊
園（
４
区
画
）

使
用
料　
１
㎡
当
た
り
６
万
円

管
理
料　
６
０
０
０
円（
３
カ
年
分
）

上
谷
第
二
霊
園（
59
区
画
）

使
用
料　
１
区
画
54
万
円

管
理
料　
１
万
５
０
０
０
円（
３
カ
年
分
）

※
使
用
料
は
使
用
許
可
時
に
前
納
／
管
理

料
は
共
用
場
所
の
管
理
に
要
す
る
経
費
と

し
て
、
使
用
許
可
時
に
３
カ
年
分
、
そ
の

後
３
年
ご
と
に
３
カ
年
分
を
前
納

共
通
事
項

申
込
資
格　
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
人
、

ま
た
は
規
則
に
定
め
る
代
理
人
を
置
く
こ

と
が
で
き
る
人

墓
所
の
使
用　
永
代
貸
し
付
け
で
所
有
権

移
転
は
行
わ
な
い

申
し
込
み　
霊
園
使
用
許
可
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
・
改
葬
な

ど
の
場
合
は
遺
骨
保
管（
埋
蔵
）証
明
書
を

添
付
）

問
環
境
課
☎（
21
）０
２
５
９

15 H31 (2019) ４月
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

協
会
け
ん
ぽ
保
険
料
率
改
定

　
中
小
企
業
な
ど
で
働
く
従
業
員
と
そ
の

家
族
が
加
入
す
る
健
康
保
険
「
協
会
け
ん

ぽ
」
で
は
、
平
成
31
年
３
月
分（
４
月
納
付

分
）か
ら
、
健
康
保
険
料
率
が
10
・
15
％

か
ら
10
・
22
％
に
、
介
護
保
険
料
率
は

１
・
57
％
か
ら
１
・
73
％
に
変
更
と
な
り

ま
す
。

問
協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部

☎
０
８
６（
８
０
３
）５
７
８
０

平成31年度の国民年金保険料は…月額 16,410円です

納付方法
は４通り

国民年金保険料の支払いは「前納」がお得！ 例えば
１年分を一括前納すると年間納付額は 3500 円の割引き！

※納付が困難なときは保険料免除制度があります。
　高梁年金事務所、市民課、各地域局へお問い合わせください。
問日本年金機構高梁年金事務所☎（21）０５７０／市民課☎（21）０２５２

① 納付書（現金）で納付
銀行・農協・コンビニなどで

② クレジットカードで納付
高梁年金事務所で手続きを

③ 口座振替で納付
ご希望の口座から自動引落し

④ 電子納付
インターネットを使って納付

　
消
火
器
は
、
火
災
発
生
時
の
初
期
段
階

に
お
い
て
非
常
に
有
効
な
消
火
器
具
で

す
。
世
帯
に
１
台
、
住
宅
用
消
火
器
を
備

え
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
十
分

気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

消
火
器
の
使
用
方
法

①
安
全
栓
を
上
に
引
き
抜
く

②�

ホ
ー
ス
を
火
元
に
向
け
る（
ホ
ー
ス
が

あ
る
場
合
）

③
レ
バ
ー
を
強
く
握
る

各
種
講
習
会
に
つ
い
て

　
消
防
本
部
で
は
、
救
急
法
、
普
通
救
命

講
習
会
、
上
級
救
命
講
習
会
、
防
火
講
習

会
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
職
場
や
町
内
会
な
ど
で
の
講
習
会
開
催

を
希
望
す
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

３
月
の
火
災
・
救
急
件
数

火
災　
２
件（
前
月
比　
△
１
件
）

救
急　
１
４
６
件（
前
月
比　
＋
33
件
）

問
消
防
本
部
予
防
課
☎（
21
）０
１
２
１

消
防
署
だ
よ
り

消
火
器
に
つ
い
て

　
10
月
１
日（
火
）の
消
費
税
引
き
上
げ
に

伴
い
軽
減
税
率
制
度
が
実
施
さ
れ
、
税
率

８
％
と
10
％
の
商
品
を
取
り
扱
う
事
業
者

は
対
応
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
国
は
、
軽
減
税
率
に
対
応
す
る
た
め
の

レ
ジ
や
受
発
注
シ
ス
テ
ム
、
請
求
書
の
発

行
を
行
う
シ
ス
テ
ム
の
導
入
・
改
修
に
対

す
る
補
助
金
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事

務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://kzt-

hojo.jp

）で
確
認
す
る
か
、

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
☎
０
１
２
０
‐
３
９
８
‐
１
１
１

軽
減
税
率
対
策
補
助
金

２
０
１
９
年
工
業
統
計
調
査

　
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
市
内
の
対

象
事
業
者
へ
工
業
統
計
調
査
員
が
伺
い
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
工
業
統
計
調
査
は
国
内
工
業
の
実
態
を

把
握
す
る
た
め
の
も
の
で
、
調
査
結
果
は

中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎

資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

問
総
務
課
☎（
21
）０
２
０
９

求
職
者
支
援
訓
練
受
講
者
募
集

　
求
職
者
支
援
訓
練
は
就
職
を
目
的
と
し

た
公
的
な
職
業
訓
練
で
す
。
５
～
６
月
に

開
講
す
る
コ
ー
ス
の
受
講
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。　

募
集
科　
基
礎
コ
ー
ス
・
実
践
コ
ー
ス（
介

護
福
祉
、
医
療
事
務
、
事
務
分
野
な
ど
）

受
講
料　
原
則
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

は
自
己
負
担
）

※
一
定
の
要
件（
収
入
・
資
産
な
ど
）を
満

た
す
人
に
「
職
業
訓
練
受
講
給
付
金（
月

10
万
円
＋
交
通
費（
所
定
の
額
））」
が
支

給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
梁
☎（
22
）２
２
９
１

４月の納期限　５月７日（火）
○固定資産税・都市計画税（全期・１期）
５月の納期限　５月 31 日（金）
○軽自動車税（全期）
※口座振替登録を希望する人は、市内の金融機関で
手続きをお願いします。
※５月納期限の口座振替の手続きは、４月22日（月）
までにお申し込みください。
問税務課☎（21）０２１５

税金の納期限（口座振替日）

16H31 (2019) ４月
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種別 日 時間 場所 問い合わせ

行政相談

13日（月） 午前９時～正午 コミュニティプラザ
岡山行政監視行政相談センター
☎０８６(２２４)１１００８日（水） 午前９時～正午 有漢保健センター

17日（金） 午前９時～正午 吹屋連絡所

なやみごと相談
７日（火） 午前９時～正午 市役所２階研修室 岡山地方法務局高梁支局

☎ (22)２３１８９日（木） 午前９時～正午 成羽文化センター

法律相談（要予約） ８日（水） 午後１時～４時 市役所４階会議室２・３ 市民課☎ (21)０２５４

司法書士相談

10日（金） 午前10 時～正午 有漢保健センター
岡山県司法書士会倉敷支部高梁地区
☎（22）７９０６10日（金） 午前10 時～正午 備中総合センター

15日（水） 午後１時～４時 ポルカプラザ

相談（５月）

種別 日 時間 場所 問い合わせ
ゆう・ゆうタイム
「守ろう交通マナー」（要予約） 10日（金） 午前10 時～11時 30 分

子育て支援センター 
“ゆう・ゆうひろば”

子育て支援センター
☎（22）２４５０
こども未来課
☎（21）０２８８

赤ちゃんタイム 17日（金） 午前10 時～正午

家庭相談 ９日（木）
29日（水） 午前10 時～午後４時

さてらいとひろば“ゆう・ゆう” 21日（火） 午前10 時～11時 30 分 落合児童館
吉備プレーパーク
吉備国際大学心理学部子ども発達教育学科☎（22）９２７３ 19日（日） 午前10 時～午後３時 吉備国際大学

第 2 子ども広場
こども未来課
☎（21）０２８８

育児・プレママ相談
９日（木） 午前10 時～10 時 30 分（受付）川上保健センター

健康づくり課
☎（21）０２２８

22日（水） 午前10 時～11時（受付） 高梁保健センター

ちびっこ広場 16日（木） 午前10 時～11時 30 分 成羽文化センター

離乳食教室 21日（火） 午後1時 30 分～ 3 時 30 分 高梁保健センター

病態栄養相談（要予約） ９日（木） 午前10 時～11時

備北保健所

備北保健所
☎（21）２８３５子どもの心とからだの総合相談（要予約） ９日（木） 午後１時～３時

思春期・ひきこもり相談（要予約） 21日（火） 午後２時～４時

備北保健所
☎（21）２８３６

精神保健福祉相談（要予約） ８日（水） 午後２時 30 分～４時 30 分
エイズ・性感染症検査（要予約）
Ｂ・Ｃ型肝炎検査（要予約）
骨
こつずい

髄ドナー検査（要予約）
28日（火） 午後１時～２時

子育て支援・健康相談（５月）

種別 対象（生年月） 日 時間 場所 問い合わせ

乳児健康診査
平成 30 年８月・平成 31年１月 ８日（水）

午後１時～
１時３０分
（受付）

高梁保健センター

健康づくり課
☎（21）０２２８

平成 30 年７月～８月
平成 30 年12月～平成 31年１月 15日（水） 成羽福祉センター

１歳６カ月児健康診査
平成 29 年10 月～11月 15日（水） 成羽福祉センター

平成 29 年10 月～11月 30日（木） 高梁保健センター

２歳６カ月児健康診査 平成 28 年10 月～11月 16日（木） 高梁保健センター

子どもの健診（５月）

種別 曜日 場所 時間 問い合わせ

ふれあい相談
（福祉総合相談）

月～金
（祝日を除く）

社会福祉協議会
各支所

午前８時 30 分～
午後５時15 分

社会福祉協議会地域福祉課 ☎（22）７２４３
有漢支所 ☎（57）３２１８／成羽支所 ☎（42）２００５
川上支所 ☎（48）９７７０／備中支所 ☎（45）３１３１
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
育
て

健
康
・
福
祉

文
化

各
種
相
談

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

一
時
預
か
り
施
設
が
開
設

　
保
護
者
の
体
調
不
良
や
通
院
、
学
校
行

事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
事
情
で
子
ど
も
を

家
庭
で
保
育
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
き

に
、
保
育
士
や
保
育
補
助
員
が
一
時
的
に

子
ど
も
を
預
か
り
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
１
歳
６
カ
月
児
～
就

学
前
の
幼
児

※
住
所
地
が
な
い
人

で
も
次
の
場
合
は
対

象
と
な
り
ま
す
。

①
保
護
者
が
市
内
に

勤
務
し
て
い
る

②
里
帰
り
産
前
２
カ
月
～
産
後
２
カ
月

③
保
護
者
の
疾
病

場
所　
順
正
学
園
短
期
大
学
部
２
号
館

時
間　
月
～
土
曜
日（
祝
休
日
を
除
く
）午

前
９
時
～
午
後
４
時

※
時
間
外
の
利
用
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

利
用
日
数　
月
12
日
以
内

定
員　
１
日
最
大
５
人
ま
で

料
金　
１
時
間
３
５
０
円（
当
日
支
払
い
）

利
用
方
法　
利
用
を
開
始
す
る
前
に
来
所

に
よ
る
登
録
が
必
要
で
す
。
登
録
後
は
、

利
用
日
２
日
前
の
午
後
６
時
ま
で
に
電
話

で
予
約
で
き
ま
す
。

利
用
時
に
持
参
す
る
物　
昼
寝
用
布
団
、

昼
食
、
飲
み
物
、
お
や
つ
、
室
内
履
き
、

着
替
え（
紙
お
む
つ
・
お
し
り
拭
き
）な
ど

実
施
事
業
所　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ｃカ

ラ

ー

ｏ
ｌ
ｏ
ｒ

問
一
時
預
り
施
設
「
い
ろ
い
ろ
」

☎（
56
）３
９
４
６

子
育
て

マ
マ
の
た
め
の

ピ
ラ
テ
ィ
ス
＆
ヨ
ガ
講
座

日
時��

６
月
４
日（
火
）・
６
月
20
日（
木
）・

７
月
９
日（
火
）・
９
月
５
日（
木
）・
９
月
24

日（
火
）・
10
月
17
日（
木
）・
11
月
５
日（
火
）

（
全
７
回
）午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
高
梁
市
図
書
館
４
階
多
目
的
室

対
象　
市
内
在
住
で
就
学
前
の
子
ど
も
が

い
る
保
護
者

※
託
児
可（
１
歳
以
上
・
要
予
約
）

申
し
込
み　
５
月
31
日（
金
）ま
で
に
社
会

教
育
課
へ（
各
回
定
員
20
人
）

※
申
し
込
み
終
了
後
も
、
各
回
に
空
き
が

あ
る
場
合
は
随
時
参
加
を
受
け
付
け
ま
す
。

問
社
会
教
育
課
☎（
21
）１
５
１
４

「
の
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
」
会
員
募
集

　
高
梁
公
民
館
で
は
、
未
就
学
児
を
対
象

と
し
た
乳
幼
児
学
級「
の
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
」

の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
「
の
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
は
年

間
10
回
程
度
で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ
ー

テ
ィ
ー
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
内
容
は
会

員
の
話
し
合
い
で
決
め
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
高
梁
公
民
館
☎（
21
）０
１
８
０

身
体
障
害
者
巡
回
更
生
相
談

　

身
体
障
が
い
者
や
難
病
患
者
の
義
肢
、

装
具
、
車
椅
子
な
ど
の
購
入
・
修
理
の
相

談
の
ほ
か
、
補
装
具
費
購
入
の
交
付
判
定

を
実
施
し
ま
す
。（
肢
体
の
み
）

　
希
望
者
は
事
前
に
福
祉
課
へ
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
5
月
29
日（
水
）午
前
10
時
30
分
～

正
午（
受
け
付
け
は
午
前
11
時
30
分
ま
で
）

場
所　
高
梁
保
健
セ
ン
タ
ー

料
金　
無
料

問
福
祉
課
☎（
21
）０
２
８
４

新
し
い
学
童
施
設
が
開
設

対
象　
就
労
な
ど
で
保
護
者
が
昼
間
不
在

と
な
る
小
学
校
１
～
６
年
生
の
児
童

場
所　
順
正
学
園
短
期
大
学
部
２
号
館

時
間　

平
日　
学
校
終
了
後
～
午
後
６
時

土
曜
日　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

長
期
休
業
中
の
平
日
・
振
替
休
日　
午
前

８
時
～
午
後
６
時

※
日
曜
日
・
祝
休
日
は
休
業

定
員　
１
日
８
人
程
度
ま
で

※
定
員
が
あ
り
、
必
ず
利
用
で
き
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。

料
金　

１
カ
月
３
６
０
０
円（
８
月
は

８
０
０
０
円
）

利
用
方
法　
利
用
希
望
者
は
こ
ど
も
未
来

課
ま
た
は
学
童
保
育
へ
利
用
申
込
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
事
業
所　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ｃカ

ラ

ー

ｏ
ｌ
ｏ
ｒ

問
こ
ど
も
未
来
課
☎（
21
）０
２
６
４

／
学
童
保
育
「
ま
ー
ぶ
る
」
☎（
56
）

３
９
４
６

老
人
福
祉
大
学
一
般
受
講
生
募
集

日
程　

６
月
28
日（
金
）・
７
月
31
日

（
水
）・
９
月
12
日（
木
）・
10
月
28
日（
月
）・

11
月
20
日（
水
）（
全
５
回
）各
回
と
も
午
前

中
に
70
分
の
講
義

場
所　
高
梁
市
文
化
交
流
館
中
ホ
ー
ル

対
象　
60
歳
以
上
の
人（
定
員
２
５
０
人
）

受
講
料　
３
５
０
０
円

内
容　

生
き
が
い
づ
く
り
、
健
康
づ
く

り
、
介
護
予
防
、
雑
学
、
音
楽
な
ど

申
し
込
み　
５
月
22
日（
水
）ま
で

問
岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

☎
０
８
６（
２
２
６
）２
８
７
７

健
康
・
福
祉
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お知らせ

せ
ら
知
お
の
ら
か
市

て
育
子

祉
福
・
康
健

化
文

談
相
種
各

ト
ン
ベ
イ

高梁市の市外局番は「0866」です

祉
福
・
康
健

う
行
を
操
体
モ
コ
ロ
き
い
き
い

　

を
」
体
い
な
け
こ
「」
勢
姿
な
い
れ
き
「

り
取
に
操
体
モ
コ
ロ
き
い
き
い
て
し
指
目

？
か
ん
せ
ま
み
組

　

隊
り
く
づ
だ
ら
か
な
気
元

象
対
　

65

集
で
上
以
人
３
が
人
の
上
以
歳1

モ
コ
ロ
き
い
き
い
の
上
以
回

法
方
録
登

　

活
隊
り
く
づ
だ
ら
か
な
気
元
市
梁
高
「
①

力
体
に
安
目
を
後
月
カ
６
後
始
開
動
活
②

（」
①
操
体
モ
コ
ロ
き
い
き
い
「
Ｄ
Ｖ
Ｄ

10

・
版
分

30

（☎
課
険
保
護
介

21

０
０
３
０
）

種
接
防
予
菌
球
炎
肺
の
者
齢
高

　

月
３
年
０
２
０
２
ら
か
月
４

31

で
ま
日

種
接
防
予
期
定

象
対
　

月
３
年
０
２
０
２
①

31

が
齢
年
の
点
時
日

65

・
歳

70

・
歳

75

・
歳

80

・
歳

85

・
歳

90

・
歳

95

人
の
歳
０
０
１
・
歳

　

成
平
②

31

月
３
年

31

以
歳
０
０
１
が
齢
年
の
点
時
日

人
の
上

　

③
60

64

同
か
級
１
級
等
害
障
で
患
疾
部
内
の
ど
な

人
る
き
で
認
確
で
書
断
診
の
師
医
と
度
程

て
し
知
通
に
別
個
へ
者
象
対
の
②
と
①
※

金
料
　

）
み
の
回
１
涯
生
（円
０
０
０
３

 

で
請
申
前
事
は
者
当
該
帯
世
護
保
活
生
※

種
接
防
予
意
任

象
対
　

と
こ
た
け
受
を
種
接
防
予
の
菌
球
炎
肺
で①

75

人
の
上
以
歳

　

②
65

74

障
体
身
る
よ
に
害
障
能
機
吸
呼
・
析
透
工

人
る
い
て
け
受
を
法
療

金
料
　

い
除
を
円
０
０
０
３
額
成
助
費
公

）
み
の
回
１
涯
生
（額
た

（☎
課
り
く
づ
康
健

21

７
６
２
０
）

２月に行われた「元気なからだづくり隊交流会」の様子

H31 (2019) ４月



市
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
育
て

健
康
・
福
祉

文
化

各
種
相
談

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

キ吉

備

国

際

大

学

ャ
ン
パ
ス
だ
よ
り

　
３
月
22
日
、
吉
備
国
際
大
学
で
平
成
30

年
度
学
位
記
授
与
式
を
行
い
ま
し
た
。
学

部
生
や
大
学
院
生
ら
４
５
８
人
が
新
た
な

門
出
に
立
ち
、
社
会
へ
羽
ば
た
い
て
い
き

ま
し
た
。

平
成
30
年
度
学
位
記
授
与
式

「
１
０
６
歳
を
生
き
る　

篠
田
桃
紅

と
ど
め
得
ぬ
も
の 
墨
の
い
ろ 

心
の
か
た
ち
」

　
水
墨
抽
象
画
と
い
う
独
自
の
ス
タ
イ
ル

を
確
立
し
、
１
０
０
歳
を
超
え
て
な
お
新

た
な
表
現
に
挑
戦
し
続
け
る
篠し
の

田だ

桃と
う

紅こ
う

。

初
期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
変
遷
を
約

80
点
の
作
品
で
体
系
的
に
展
観
し
ま
す
。

会
期　
６
月
30
日（
日
）ま
で

場
所　
成
羽
美
術
館

開
館
時
間　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　
毎
週
月
曜
日（
た
だ
し
４
月
29

日
と
５
月
６
日
は
開
館
し
５
月
７
日（
火
）

を
休
館
）

入
場
料　
一
般
１
０
０
０
円
／
高
校
・
大

学
生
８
０
０
円
／
小
・
中
学
生
５
０
０
円

※
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
つ
人
と
介
助

人
１
人
は
無
料（
証
明
書
の
提
示
が
必
要
）

問
成
羽
美
術
館
☎（
42
）４
４
５
５

文
化

宇
治
町
御
前
神
社
の
神
像

県
指
定
重
要
文
化
財
に

　
御お

ん
前ざ

き
神
社（
宇
治
町
遠
原
）の
神し

ん
像ぞ

う
が
県

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
市
内
の
県

指
定
文
化
財
は
34
件
と
な
り
ま
し
た
。

名
称　
木
造
男だ
ん
神し

ん
坐ざ

像ぞ
う
１
軀く

評
価　
鎌
倉
時
代
前
期
に
制
作
さ
れ
た
県

指
定
重
要
文
化
財
「
木も
く

造ぞ
う

武ぶ

神し
ん

倚い

像ぞ
う

お
よ

び
木も
く

造ぞ
う

童ど
う

形ぎ
ょ
う

神し
ん

坐ざ

像ぞ
う

」（
平
成
29
年
３
月

に
指
定
）と
と
も
に
御
前
神
社
に
伝
来
し

た
神
像
群
の
一
つ
で
あ
り
、
神
像
彫
刻
史

を
研
究
す
る
上
で
貴
重
な
も
の
と
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　
市
内
に
は
、
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
文

化
財
が
多
く
埋
も
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
神
社
仏
閣
で
調
査
を
希
望
す
る

神
像
や
仏
像
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会
教

育
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
☎（
21
）１
５
１
６

▲木造童形神坐像

▶
木
造
武
神
倚
像

木造男神坐像・新規指定▼

　
４
月
３
日
、
吉
備
国
際
大
学
と
順
正
高

等
看
護
福
祉
専
門
学
校
と
の
合
同
で
平
成

31
年
度
入
学
宣
誓
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
吉
備
国
際
大
学
の
眞ま

山や
ま

滋し
げ

志ゆ
き

学
長
、
順
正
高
等
看
護
福
祉
専
門
学
校　

の
村む
ら

上か
み

重し
げ

子こ

校
長
に
よ
り
２
校
合
わ
せ
て

６
６
１
人
の
入
学
が
許
可
さ
れ
、
新
入
生

代
表
に
よ
る
力
強
い
入
学
宣
誓
が
会
場
に

響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

新
入
生
が
高
梁
市
で
の
新
生
活
を
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
慣
れ
な
い
地
で
初

め
て
の
一
人
暮
ら
し
と
い
う
学
生
も
た
く

さ
ん
お
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う

か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
順
正
学
園
入
試
広
報
室

☎
０
８
６
（
２
３
１
）
３
６
０
０

▼平成 30 年度学位記授与式の様子

▲スポーツやボランティアなどの活
動が優秀な学生を表彰する「方谷賞」
が近藤市長から贈られる

▲平成 31 年度入学宣誓式の様子

平
成
31
年
度
入
学
宣
誓
式

▶
《
火
》
１
９
８
８
年
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吉備国際大学シャルム岡山高梁

プレナスチャレンジリーグW
ウ エ ス ト

ESTホームゲーム
第３節
日時　４月 28 日 ( 日 ) 午後１時～
場所　シャルムスタジアム
対戦相手　ＮＧＵラブリッジ名古屋

第５節
日時　５月 12 日 ( 日 ) 午後１時～
場所　シャルムスタジアム
対戦相手　アンジュヴィオレ広島

キム　ユミ 主将より
「今シーズンのスタートに向けて」
　キャプテンを務めさせていただきま
すキム ユミです。
　来シーズンの昇格を目指して、今年もチームメイト
と成長していけるように頑張りたいと思います。そし
て、応援される資格のあるチームになり、多くの方に
プレーを見ていただきたいです。
　皆さまと一緒に大喜びできるように、全力で頑張り
ます！

お知らせ

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
育
て

健
康
・
福
祉

文
化

各
種
相
談

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

職　種 所在地 賃�金�月�額

自動車整備士 有漢町 155,000円～160,000円

大型運転手
（ウイング車） 松山 300,000円～350,000円

栄養士 落合町 158,800 円

輸送用機械器具
製造 落合町 171,000円～253,000円

トラック運転手お
よび現場作業員 落合町 207,000円～276,000円

介護職員
（ケアワーカー）松原町 186,224円～310,416円

土木建築一般作
業員 備中町 日給9,000円～ 15,000円

老人福祉・介護
職（パート） 落合町 時給900円～ 1000円

介護職員
（パート） 落合町 時給850円～ 900円

受付事務員
（パート） 成羽町 時給820円

※�詳しくはハローワークインターネットサービス
www.hellowork.go.jp�をご覧ください。
問ハローワーク高梁☎（22）２２９１

求人情報

１日（水・祝）
池田医院（中間町） ☎（22）２２４４

野村医院（巨瀬町） ☎（25）０００３

２日（木・休） 高梁中央病院（南町）☎（22）３６３６

３日（金・祝）
藤本診療所（松原通）☎（22）３７６０

野村医院（巨瀬町） ☎（25）０００３

４日（土・休） 仲田医院（落合町阿部）☎（22）０５１１

５日（日・祝）
池田医院（中間町） ☎（22）２２４４

まつうらクリニック
（成羽町下原） ☎（42）２３１５

６日（月・休） 仲田医院（落合町阿部）☎（22）０５１１

12 日（日）
西医院（中之町） ☎（22）２８２０

まつうらクリニック
（成羽町下原） ☎（42）２３１５

19 日（日）
高梁整形外科医院

（本町） ☎（22）１５３１

川上診療所（川上町）☎（48）４１８８

26 日（日）大杉病院（柿木町） ☎（22）５１５５

休日当番医（5 月）

※休日当番医が変更になる場合があります。
　受診前に電話でご確認ください。
問高梁市消防本部�緊急情報ダイヤル☎（21）０１００

問高梁スポーツクラブ☎（22）９４０３

日
時　
５
月
12
日（
日
）午
前
８
時
30
分
～

場
所　
高
梁
市
民
体
育
館

対
象　
市
内
、
新
見
市
、
真
庭
市
、
吉
備
中
央
町

に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
す
る
中
学
・
高
校
生
、

一
般
お
よ
び
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
な
ど
に
所
属
す
る
人

部
門　
団
体
の
部（
男
子
・
女
子
）、
個
人

の
部（
男
子
・
女
子
・
シ
ニ
ア
）

参
加
費　

団
体
２
０
０
０
円
／
個
人

７
０
０
円（
中
学
生
以
下
５
０
０
円
）

申
し
込
み　
５
月
７
日（
火
）ま
で
に
市
体

育
協
会（
☎（
21
）０
３
３
７
）へ

問
高
梁
卓
球
協
会�

三み

上か
み

貴た
か

史し

さ
ん

☎
０
９
０
‐
９
７
３
０
‐
３
２
１
９

ス
ポ
ー
ツ

備
北
地
区
卓
球
大
会

第
９
回
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
交

流
練
習
会

日
時　
６
月
２
日（
日
）午
前
９
時
～

場
所　
高
梁
市
民
体
育
館

対
象　
誰
で
も
参
加
可
能（
先
着
70
人
）

部
門　
上
級
・
中
級
・
初
級（
シ
ン
グ
ル

も
可
）

参
加
費　
１
０
０
０
円（
シ
ャ
ト
ル
代
は

含
ま
な
い
／
本
部
指
定
の
も
の
を
購
入
し

て
く
だ
さ
い
）

申
し
込
み　
５
月
26
日（
日
）ま
で
に
市
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
へ

問
高
梁
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会�

長は

谷せ

川が
わ

香か

織お
り

さ
ん
☎
０
９
０
‐
１
０
１
１
‐

７
５
１
２
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ＧＷよみきかせスペシャル
日　　時　４月 27日（土）～５月６日（月・休）
　　　　　 午後２時～２時 30分
場　　所　４階よみきかせスペース
申し込み　自由参加

高梁少年少女合唱団 童謡コンサート
日　　時　４月29日（月・祝）午後１時30分～２時10分
場　　所　４階本丸テラス
申し込み　自由参加
参 加 費　無料

備中神楽
「猿

さるたひこのみこと
田彦之命」「大

おおくにぬしのみこと
国主之命」「大

お ろ ち た い じ
蛇退治」

日　　時　５月１日（水・祝）午後２時～３時
場　　所　４階多目的室
申し込み　自由参加（定員 70 人）

ふきのとう よみきかせ
日　　時　５月４日（土・祝）午後２時～２時 30分
場　　所　４階よみきかせスペース
申し込み　自由参加

おはなしたまてばこ おはなし会
日　　時　５月 11日（土）午後３時～３時 30分
場　　所　４階多目的室
申し込み　自由参加

天皇制ってなんだろう？  宇都宮健児  著　　平凡社  出版

　４月 30 日に天皇陛下が生前退位され、皇太
子さまが５月１日に即位、「平成」から「令和」
へと元号が変わります。
　それぞれの時代の天皇制を振り返りながら、
日本の長い歴史にも触れることのできる一冊と
なっています。

図書館だより

今月のおすすめ図書
有
漢
図
書
室　

　
  

福ふ
く
だ田 

都と

も

こ
模
子 

さ
ん

ホームページ

えほんの読み聞かせ～成羽図書館～

日　　時　５月 11日（土）午前 10時～ 11時
内　　容　絵本、大型絵本、紙芝居など
工　　作　かぶとをつくろう

問成羽図書館☎（42）２５８９
　午前９時～午後５時 開館（月曜日休館）

高梁市図書館のイベント情報

問高梁市図書館☎（22）２９１２
　午前９時～午後９時 開館（年中無休）

５月の移動図書館

第1・3火曜日
（７日・21日）

川面小学校
川面地域市民センター
津川小学校
落合地域市民センター
津川地域市民センター

10:00 ～ 10:30
10:30 ～ 11:30
13:0５ ～ 13:30
14:00 ～ 1５:00
1５:30 ～ 16:00

第1・3水曜日
（15日のみ）

有漢西小学校
巨瀬小学校
川上ふるさとプラザ
成羽長寿園
日名神楽公園

10:10 ～ 10:40
1２:５0 ～ 13:２0
14:00 ～ 1５:00
1５:30 ～ 1５:4５
16:00 ～ 16:30

第1・3木曜日
（16日のみ）

福地小学校
やまびこカフェ
宇治小学校
宇治地域市民センター
松原小学校

10:1５ ～ 10:40
11:1５ ～ 1２:1５
13:00 ～ 13:30
14:30 ～ 1５:30
16:00 ～ 16:２0

第2・4火曜日
（14日・28日）

玉川地域市民センター
吹屋連絡所
ささゆり苑

10:00 ～ 11:00
14:1５ ～ 1５:1５
1５:4５ ～ 16:1５

第2・4水曜日
（８日・22日）

川上小学校
富家小学校
西山郵便局横
コミュニティハウス湯野荘

10:00 ～ 10:２0
13:0５ ～ 13:２５
14:1５ ～ 14:4５
1５:1５ ～ 1５:4５

第2・4木曜日
（９日・23日）

巨瀬地域市民センター
玉川小学校
さくらの苑
有漢東小学校

10:00 ～ 11:00
1２:40 ～ 13:40
1４:００ ～ 1４:３０
1５:30 ～ 1５:５５

第2・4金曜日
（10日・24日）

中井小学校
高倉地域市民センター
中井地域市民センター
なごみの森
落合小学校

10:1５ ～ 10:4５
1２:30 ～ 13:00
13:30 ～ 14:00
14:40 ～ 1５:10
1５:30 ～ 16:00

問有漢図書室☎（57）２０１３   午前９時～午後５時 開館
    （月曜日休館／月曜日が祝日の場合は翌日が休館）

児童書

※５月からさくらの苑へ巡回します。
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まちのできごと

市内企業への理解を深める
３月27日　高梁中央病院ほか

仕事を分かりやすく説明する看護師

　市内の中学生および高校生、保護者や教員を対
象に「市内企業見学バスツアー」（市・市教育委員
会主催）を開催しました。
　当日は 27人が２班に分かれ、それぞれ製造業
と医療・福祉の企業を訪問。社内見学、若手社員
による業務などの説明を受け、地域に貢献してい
る市内の企業について理解を深めていました。

有漢分団が県大会へ
３月17日　なりわ運動公園（成羽町成羽）

練習の成果を披露

　「第 15回高梁市消防操法訓練大会」（市消防団
主催）が開催され、ポンプ車操法の部に４チー
ム、小型ポンプ操法の部に 12チームが出場しま
した。両部門で優勝した有漢分団は、５月 19日
（日）に開催される「第 66回岡山県消防操法訓練
大会」に、昨年の大会で小型ポンプ操法の部・優
勝の宇治分団とともに出場します。

３月20日　高梁市役所（松原通）

シャルムの選手と新一年生

　女子サッカーリーグで活躍する吉備国際大学シ
ャルム岡山高梁から、子どもたちの事故防止とシ
ャルムの応援の輪が広がるよう、チームカラー
の黄色を採用したオリジナルランドセルカバー
230 枚が寄贈されました。
　寄贈されたランドセルカバーは、市内小学校に
入学する 201人に配布されます。

子どもたちを事故から守ろう

３月20日　福地小学校前（落合町福地）

ホタル型防犯灯の前で記念撮影

　平成 29 年度の小学生こども議
会で提案され、平成 30 年度市民
提案型まちづくり支援事業として

整備を進めていた「ホタル型防犯灯」が設置され
ました。福地地域では、福地をよくする会と福地
小学校が中心となり、ホタルを通じて福地川の環
境などに関する学習活動に取り組んでいます。

ホタル型防犯灯を設置

23 H31 (2019) ４月



　
川
面
町
で
「
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
柔や

わ
ら」

を
オ
ー
プ

ン
し
て
か
ら
１
年
半
が

経
過
し
、
川
面
町
の
地

域
素
材
を
も
っ
と
生
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
か

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、「
備
中
川
面
昔
ば
な

し
」（
坂さ

か
本も

と
年と

し
生お

さ
ん 

著
）を
参
考

に
町
内
の
要
所
を
描
き
入
れ
た
地

図
「
川
面
町
散
策
マ
ッ
プ
」
を
作

成
し
ま
し
た
。
地
域
の
歴
史
を
知

り
実
際
に
散
策
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で

と
は
違
う
視
点
で
ま
ち
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
地
図
を
利
用
し
て
、

ゲ
ス
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
へ
案
内
で

き
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
柔
は
、
宿
を
通
じ
て

交
流
人
口
を
増
や
し
、
地
域
お
こ
し
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
。
宿
泊
者
は
延
べ
１
０
０
人
を
超

え
、
海
外
９
カ
国
か
ら
ゲ
ス
ト
を
迎
え

�

瓦に書いた「屋号」

川面町散策マップ

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

備
中
松
山
城
や
吹
屋
ふ
る

さ
と
村
な
ど
目
的
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
満
足
し
て

次
の
目
的
地
へ
と
向
か
わ

れ
ま
す
。
私
に
と
っ
て
ゲ

ス
ト
を
迎
え
る
こ
と
は
異
文
化
と
の
交

流
で
も
あ
り
、
と
て
も
刺
激
的
で
す
。

こ
の
体
験
を
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
有
で

き
る
よ
う
に
、
お
祭
り
や
行
事
な
ど
に

一
緒
に
参
加
で
き
れ
ば
と
も
考
え
て
い

ま
す
。

　
３
月
に
は
屋
根
瓦
の
葺ふ

き
替か

え
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
昔
の
瓦
の
収
め
方
と

の
違
い
を
勉
強
し
ま
し
た
。ま
た
、瓦
屋

さ
ん
か
ら「
屋
号
」を
書
い
て
み
て
は
ど

う
か
と
提
案
を
受
け
、実
際
に
瓦
に
文
字

を
書
き
ま
し
た
。近
く
に
来
ら
れ
た
と
き

は
ぜ
ひ
瓦
に
も
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
柔
が
皆
さ
ん
に
と
っ

て
必
要
な
場
所
と
な
り
、
そ
し
て
高
梁

と
世
界
が
つ
な
が
る
場
所
に
な
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

地域と世界がつながる宿
を目指しています

金
かなもり

盛 友
ともひこ

彦 隊員

④熱 中 時 間
城じ

ょ
う
ほ
く北

Ｈヒ

ー

ロ

ー

ズ

ｅ
ｒ
ｏ
ｅ
ｓ
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

～
感
激
・
感
動
・
感
謝
を
大
切
に
～

　
広
報
た
か
は
し
で
は
、
市
内
で
活
動
す
る
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
広
報
紙
上
で
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
は
秘
書
広
報
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
秘
書
広
報
課
☎（
21
）０
２
１
０

　
城
北
Ｈ
ｅ
ｒ
ｏ
ｅ
ｓ
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

で
は
、
備
中
松
山
城
の
北
に
位
置
す
る
小
学
校

（
有
漢
東
・
有
漢
西
・
巨
瀬
・
津
川
・
北
房
）
の

１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
、
計
25
人
が
軟
式
野

球
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
軟
式
野
球
以
外
に
も
奉
仕
活
動
や
交
流
会
な

ど
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
が
「
今
ま
で
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い

う
感
激
と
、「
頑
張
っ
て
良
か
っ
た
」
と
い
う
感

動
、「
支
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
感

謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
で
き
る
よ
う
、
指
導
者

と
保
護
者
が
一
体
と
な
っ
て
団
員
の
活
動
を
支

え
て
い
ま
す
。

　

育
成
会
長
の
野
見
さ
ん
は
、「
各
学
年
と
も

仲
が
良
く
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
団

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
団
員

な
ど
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
成

長
で
き
る
仲
間
を
待
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

問
野の

み見
祐ゆ
う
い
ち一

さ
ん（
育
成
会
長
）

☎
０
８
０
‐
８
７
２
４
‐
５
７
９
３

　
今
回
は
、
軟
式
野
球
を
中
心
に
地
域
で
活
動
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
紹

介
し
ま
す
。
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成羽病院通信 問成羽病院 ☎（42）３１１１

高
梁
の
医
療
を
守
る
た
め
に

院
長
　
紙か
み
た
に谷 

晋し
ん
ご吾

　
平
成
30
年
6
月
に
策
定
さ
れ
た
「
高
梁
市
医
療
計
画
」
は
ご
存
じ
か
と

思
い
ま
す
。
岡
山
県
保
健
医
療
計
画
の
中
で
は
高
梁
市
と
新
見
市
が
一
つ

の
医
療
圏
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
計
画
は
高
梁
市
独
自
の
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
梁
市
医
療
計
画
に
よ
る
話
し
合
い
が
進
む
中
で
、
看
護
師
を
は
じ
め

と
す
る
医
療
従
事
者
が
不
足
し
て
い
る
た
め
に
、
市
内
の
医
療
機
関
が
苦

労
し
て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
そ
れ
に
対
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
考
え
ら
れ
、
実
行
に
移
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
、
地
元
に
あ
る
吉
備
国
際
大
学
や
順
正
高
等
看
護
福
祉
専
門
学

校
を
は
じ
め
と
し
た
県
内
の
看
護
師
養
成
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
、
市
・

保
健
所
・
医
師
会
・
病
院
が
協
力
し
て
行
い
、
奨
学
金
制
度
の
周
知
や
市

内
病
院
の
見
学
会
、
看
護
職
技
能
の
向
上
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
や
人

材
育
成
の
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
院
に
在
籍
す
る
診
療
看
護
師

や
認
定
看
護
師
も
、
よ
り
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
に
看
護
職
の
指
導

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
看
護
職
や
医
療
に
関
心
の
あ
る

高
校
生
な
ど
の
若
い
世
代
に
も
周
知
し
、
市

内
で
育
ち
、
市
内
で
就
職
す
る
若
者
が
一
人

で
も
増
え
、
高
梁
市
の
活
性
化
の
原
動
力
に

な
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
市
長
室
か
ら　

こ
ん
に
ち
は

市長室
から

こ
ん
に
ち
は

●
今
年
の
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
の

統
一
標
語
は
「
思
い
や
り 

ゆ
と
り
は
無

事
故
へ 

つ
づ
く
道
」
で
す
。
高
梁
警
察

署
管
内
で
は
、
昨
年
1
年
間
の
総
事
故

件
数
は
減
少
し
た
も
の
の
人
身
事
故
件

数
は
増
加
し
て
お
り
、
中
で
も
高
齢
者
や

子
ど
も
が
関
わ
っ
た
事
故
が
増
え
て
い
ま

す
。
全
て
の
人
が
少
し
で
も
時
間
に
ゆ
と

り
を
持
つ
こ
と
が
、
交
通
事
故
の
減
少
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
先
日
、
信

号
機
の
な
い
横
断
歩
道
を
歩
行
者
が
渡
ろ

う
と
し
て
い
る
と
き
に
横
断
歩
道
の
手
前

で
車
を
止
め
る
割
合
の
各
都
道
府
県
別
の

デ
ー
タ
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
止
ま
る
率
が
一
番
高
い
の
は

長
野
県
の
58
・
６
％
で
、
10
台
中
6
台
が

止
ま
っ
て
い
ま
す
。
最
下
位
は
栃
木
県
の

０・９
％
で
、
ほ
と
ん
ど
止
ま
ら
な
い
よ

う
で
す
。
こ
の
結
果
に
つ
い
て
、
学
校
や

家
庭
で
交
通
ル
ー
ル
に
つ
い
て
話
し
合
う

環
境
の
有
無
が
影
響
す
る
の
で
は
な
い
か

と
の
見
解
も
あ
る
よ
う
で
す
。
皆
さ
ん
も

家
庭
内
で
ぜ
ひ
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
ち
な
み
に
、
岡
山
県
は
全
国
13
位
の

10
・
８
％
で
す
。

●
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
で
全
面
通

行
止
め
と
な
っ
て
い
た
「
市
道
玉
川
落
合

線
」
が
、
4
月
1
日
か
ら
片
側
交
互
通

行
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
55

路
線（
市
道
・
広
域
農
道
）が
全
面
通
行
止

め
の
状
態
で
す
。
1
日
も
早
い
復
旧
へ
向

け
て
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
ど
の
路

線
が
お
お
よ
そ
い
つ
頃
通
れ
る
よ
う
に
な

る
か
を
分
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
す
る
た

め
、
現
在
シ
ス
テ
ム
の
調
整
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

も
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
以
降
、
給

水
や
物
資
の
支
援
に
加
え
て
技
師
な
ど
の

人
的
支
援
を
全
国
の
各
市
町
村
か
ら
い
た

だ
い
て
お
り
、
こ
の
派
遣
に
対
す
る
お
礼

に
機
会
を
見
て
回
っ
て
い
ま
す
。
先
日
は

宮
崎
県
延
岡
市
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
初

代
の
延
岡
市
長
さ
ん
は
、
な
ん
と
高
梁
市

の
ご
出
身
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
よ
う
な
ご

縁
も
あ
り
、
職
員
の
派
遣
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
の
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
延

岡
市
に
は
順
正
学
園
の
九
州
保
健
福
祉

大
学
が
立
地
し
て
い
ま
す
。
延
岡
市
ま
で

往
復
12
時
間
の
列
車
で
の
移
動
で
し
た

が
、
車
窓
を
眺
め
な
が
ら
穏
や
か
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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送ってください　
次号（５月号）分の締め切りは４月25日（木）必着です

①５月に１歳～６歳の誕生日を迎える市内在住のお子
さんの写真に、お子さんの氏名（ふりがな）、性別、生
年月日、年齢、住所、応募者の氏名と続柄、電話番
号を明記して送付してください。市ホームページでも
応募できます。応募いただいた内容は、広報たかは
しのほか、市行政放送、市ホームページ、公式動画サ
イトで公開します。
②短歌・俳句・イラストなどは、自作の未発表のもの
で、漢字にはふりがなを付けてください。氏名（ふり
がな）・年齢・住所・電話番号を明記して投稿してく
ださい。

    広報たかはし「市民のページ」係
　 ☎（21）０２１０　　
　　  hisyo@city.takahashi.lg.jp 市ホームページ

４月に誕生日を
迎える子どもたちです

お誕生日おめでとう！

３
さい

西
にしかわ

川 愛
え れ な

伶菜ちゃん
（落合町近似）

３
さい

上
う え だ

田 未
み く

来ちゃん
（津川町八川）

５
さい

竹
たけがみ

上 優
ゆ あ

愛ちゃん
（成羽町成羽）

６
さい

村
む ら い

井 琉
りゅうた

太ちゃん
（新町）

３
さい

吉
よしおか

岡 京
けいいち

一ちゃん
（下町）

１
さい

竹
たけがみ

上 光
こ う が

雅ちゃん
（成羽町成羽）

５
さい

 宇
う き た

喜多 泰
た い ら

良ちゃん
（落合町阿部）

３
さい

森
もりもと

元 絢
あ や ね

音ちゃん
（落合町阿部）

5
さい

三
み む ら

村 優
ゆ ま

真ちゃん
（落合町阿部）

３
さい

西
にしかわ

川 琉
る い

唯ちゃん
（高倉町田井）

６
さい

岩
い わ き

木 倖
ゆ き の

乃ちゃん
（旭町）

６
さい

川
かわかみ

上 大
や ま と

和ちゃん
（横町）

１
さい

縄
な わ て

手 春
は る と

斗ちゃん
（栄町）

５
さい

常
つねきよ

清 飛
と わ

羽ちゃん
（有漢町有漢）

６
さい

 中
なかざさ

笹 岳
がく

ちゃん
（落合町近似）
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新
し
い 

日
本
に
な
る
の
も 

も
う
す
ぐ
だ 

又
戦
争
の
な
い 

平
和
な
日
本
に

梅
の
香
に 

う
ぐ
い
す
し
き
り
に 

初
音
鳴
き 

美
声
に
さ
そ
わ
れ 

外
に
出
て
聞
き

買
っ
た
き
り 

放
置
し
ま
ま
の 

ミ
モ
ザ
の
木 

ガ
レ
キ
の
中
で 

小
花
を
付
け
る

先さ
き

立だ

っ
た 

妻つ
ま

の
写
真
を 

居い

ま間
に
置お

き 

無む

言ご
ん

の
妻
に 

目め

と
目
の
会か

い
話わ

三
十
年 

在
位
記
念
の 

式
典
も 

遠
き
山
里 

椿
ふ
く
ら
む

受じ
ゅ
話わ

器き

よ
り 

愛う

孫ま
ご
の
あ
か
る
き 

声
と
ゞ
く 

吾
が
忘
れ
い
し 

誕た
ん
生じ

ょ
う

日び

今
日

涼す
ず

や
か
な 

そ
よ
吹
く
風
に 

誘い
ざ
なわ

れ 

羽は

音お
と

や
さ
し
く 

蝶
が
舞
う

春
雨
に 

芽
吹
く
山や

ま
な
み脈 

春
を
告
げ 

雨
も
上
が
れ
ば 

虹
の
大
橋

暖は
る春
が
来
て 

燥は
し
ゃぐ
カ
ラ
ス 

子
に
餌え

さ
を 

や
れ
な
い
つ
ら
さ
よ 

其
れ
で
鳴な

く
の
か

平
成
も 
あ
と
わ
ず
か
な
り 

今
宵
照
る 

十
五
夜
の
月 

し
み
じ
み
眺
む

辨べ
ん

当と
う

を 

開あ

け
て
ガ
ヤ
ガ
ヤ 

ぱ
っ
と
止や

む 

い
つ
も
の
現げ

ん
象し

ょ
う 

ニ
コ
と
ほ
ほ
笑え

む

満ま
ん

開か
い

の
桜
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
今
年
の
花
は
終
り
と
落ら

っ
か花

又
来ら

い
春は

る
に

未み

来ら
い
あ
る 

子こ

供ど
も
守ま

も
れ
ぬ 

現げ
ん
代だ

い
の 
役や

く
割わ

り
果は

た
し 

溢あ
ふ
れ
る
笑え

顔が
お

よ
く
笑わ

ら
へ 

笑わ
ら
へ
ば
陽よ

う
気き 

み
な
ぎ
り
て 
病や

ま
いに
な
ら
ず 

長な
が
生い

き
出で

来き

る

俳
句

大お
お
久く

保ぼ 

裕ゆ
う
子こ

さ
ん（
下
谷
町
）

短
歌

三み

浦う
ら 

数か
ず

馬ま

さ
ん（
成
羽
町
中
野
）

三み

浦う
ら 

操み
さ
おさ
ん（
成
羽
町
中
野
）

一ひ
と
ひ
ら片 

遊ゆ
う
し子
さ
ん（
成
羽
町
成
羽
）

熊く
ま

本も
と 

金き
ん

太た

郎ろ
う

さ
ん（
中
井
町
西
方
）

桝ま
す
が
み上 

秀ひ
で

雄お

さ
ん（
備
中
町
西
山
）

小お

野の 

は
る
恵え

さ
ん（
原
田
南
町
）

田た
な
か中 

溫は
る

子こ

さ
ん（
成
羽
町
下
原
）

原は
ら
だ田 

由ゆ

き
さ
ん（
高
倉
町
飯
部
）

赤あ
か
木ぎ 

文ふ
み
子こ

さ
ん（
備
中
町
西
山
）

山や
ま
本も

と 

義よ
し
慧え

さ
ん（
川
上
町
仁
賀
）

宮み
や
も
と本 

宮み
や
き
ち吉

さ
ん（
川
上
町
七
地
）

川か
わ
か
み上 

艶つ
や
こ子

さ
ん（
津
川
町
今
津
）

池い
け
田だ 

利り

恵え

子こ

さ
ん（
落
合
町
阿
部
）

坂さ
か
た田 

昭あ
き
夫お

さ
ん（
松
原
町
大
津
寄
）

ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ 

姿す
が
たな
き
歌う

た 

聴き

き
ほ
れ
る

宗む
ね

岡お
か 

猛た
け
しさ

ん（
成
羽
町
下
原
）

川
柳

失し
っ
ぱ
い敗

の 

芸げ
い

に
拍は

く
し
ゅ手

の 

更さ
ら

に
増ま

し

　

１
０
０
歳（
大
正
８
年
生
ま
れ
）の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
方

に
、
記
念
品
や
花
束
を
贈
っ
て
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　

市
内
で
１
０
０
歳
以
上
の
人
は
３
月
31
日
現
在
で
50
人（
男
性

７
人
・
女
性
43
人
）で
す
。

長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

赤
あ か ぎ

木 福
ふくぞう

造さん
（成羽町成羽）

戸
と だ

田 ナミ子
こ

さん
（川上町地頭）

西
にし

 ヤヱノさん
（栄町）

三
み や け

宅 町
ま ち こ

子さん
（高倉町大瀬八長）
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②

①

動画で確認できます
羽
は ば

場 弥
や よ い

生手話通訳士 
（福祉課）

※
梅う

め

の
蕾つ

ぼ
み

が
緩ゆ

る

や
か
に
開ひ

ら

き
、
未み

ら

い来
へ
進す

す

ん
で
い
く
様よ

う

す子

手し

ゅ

わ話
を
や
っ
て
み
よ
う
！

す
ぼ
め
た
指ゆ

び
さ
き先

を
動う

ご

か
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
開ひ

ら

く

「
令れ
い
和わ

」

市民のページ



▼
４
月
の
異
動
に
よ
り
公
聴
広
報
係

長
と
な
り
ま
し
た
。
広
報
の
分
野
に

携
わ
る
の
は
約
20
年
ぶ
り
。
当
時
は

原
稿
用
紙
と
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
を
駆

使
し
な
が
ら
の
紙
面
づ
く
り
。
頑
張

っ
て
撮
っ
た
写
真
も
ぼ
や
け
て
不
採

用
と
、
苦
い
経
験
ば
か
り
が
思
い
出

さ
れ
ま
す
。
市
で
は
、「
広
報
た
か

は
し
」
の
ほ
か
に
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

や
「
高
梁
市
行
政
放
送
」、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
高
梁
い
ん
ふ
ぉ
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
お
知
ら
せ

を
し
て
い
ま
す
。「
分
か
り
や
す
い

広
報
」「
親
し
ま
れ
る
広
報
」
を
目
標

に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。�

（
成
清
雅
人
）

人口・世帯数
（人・世帯）

前月比
（人・世帯）

総人口 ３０，３７４ － 125

男 性 １４，６８１ － 60

女 性 １５，６９３ － 65

世帯数 １４，４１１ － 24
( 平成 31年３月末現在・外国人含む )

　市内の観光やイベント
の情報・空き家情報など
を発信するアプリです。
また、災害時などの緊急
情報も配信されます。

〔Android 用〕〔iPhone 用〕

広
報
た
か
は
し
4
月
号
（
通
巻
174
号
）

　
　
　
■ 

編
集
と
発
行（
毎
月
15
日
発
行
）高
梁
市
秘
書
広
報
課

人　口 高梁いんふぉ

■
 〒

716-8501 岡
山

県
高

梁
市

松
原

通
2043　

電
話

0866（21）0210
■

 ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://www.city.takahashi.okayama.jp/

環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

本
紙
は
環
境
保
全
の
た
め
再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
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